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赫業と狩臘
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葛 精一

(28．11．4受遼）

『…….…=；我の組先は，その原始時代には狩猟を専業として生活していた。すなわち捕獲物の肉を喰

蝋職麓野蜜肇遜星蝋襄裟磯監藻二驚欝爵競
猟のみによっては生活して行けなくなって来た訳である。原始時代にあっては至る所の山野に鳥獣が

多棲していたにもか』わらず,これを捕雄する方法は弓,賀など極めて幼稚な猟具猟法であったこと
や，これを捕る者力物なかったことなどの原因で，鳥獣の棲息数が常に舗鯉識をカバーして増殖して

いたので減少を見るに至らなかった。しかるに近代においては猟具は驚く程進歩し，千メートル以上

、も離れた所にいる鳥獣さえも僅か一発で射止めることのできるような精巧な猟銃もできているし，叉
β

綴弾でも弾子を剛上することによって，その粒の大きさを極度に小さくし，それがため一発のケース

に装填する擢弾の粧数を著しく多くじて射殺効果をあげるものや，あるいは射蝶の撫怖を上達させる

ために各地に射場を遥って”非狩猟期間中クレー射盤を行って腕を解いている。加うるに猟犬も亦著

し〈改良さ鮎主入の命のま』に働く名犬が作出さ細殊に戦後は良犬が多くなって来たので，最近

では猟に必要底要素が殆んど完備して来たというも過言でないと思う。以上の外最近における交通幾

関の発達域どんな片田舎えも狩猟渚を容易に運ぶことになったので，鳥獣の減少は当然であろう。

しかし野生鳥獣の減少はただ単にと恥を捕獲することにのみ起因するとはいい得ない｡薪炭や木材
の不足に基く森林の過度の伐採，食瀞､産のためにする原野の8聯等はいずれも野生鳥獣の撰息場所

をうばいあるいは蕃殖場を失わしめる結果となるので，見逃すことのできない激減の要素である。

すなわち徳時にあって森林も亦当時の澗猟と同様に人口も少く従って用材燃料等の需要も少かつた

であろうから，生長量は常に需要量を超過していたことは想懐に難くない。であるから森林原野を己

が棲家とする野生鳥獣は褒境の良さと相俟って，存分に堀殖していたことは疑うべくもない。しかる

に現下の状態はどうであろう。復興其他の用材は勿論,パルプ,職炎等に且つては想陳もしなかった
方面に麦で多量》て使用される結果,濫伐遜伐の弊に陥り，何処を見てもハケ山の速銃であり，山林復

興の大事業も到底間に合わす常に生屋量を超過している。叉一方此の狭い限られた国土内に急増する

国民を収容しその食を壷かなうためにはなんとしても食臘を増産しなければならぬのはこれ叉当然の

ことではあるが，これがためには昨日迄の森林も原野も能う限り謬牌也化されつ上あるのであるから，

この間に棲息する野生鳥獣はその棲所をおびやかされ蕃殖地域をせばめられ，奥へ奥へと追い込ま艇

ている。

…….一.＃来日本の慨或内に棲み叉は去来する烏の種瀕は，凡そ400余種を数えるが，その大部分は、；－今 ．

；兀I森林と原野をおのが棲家とする種類であり,更にその大部分は燕休に棲むいわゆる｢森林
：－．…･…：烏｣である。そして更にその大部分は森抹には無くてはなら砲有益鳥翠である｡最逝新聞
紙上にもしばしば報道される害虫の大発生は，とりも直さすこれら森林烏の激減に起因する所が多い。

しかるに現在の森林経営者の大部分は，害虫の被審に驚き乍らも，その原因を究めその永久的対策を

講じようとはせず，あたかも山火事雁際しあらかじめ防火線を設けずひろがり行く山火の後を這い請

化に莫大な経斐と労力とを変じていると全く同様の行為をしているに過ぎない気がする。

去る8月に所用があって十和田湖から八甲田山麓を通り酸湯に抜け急間の国有林を通って青森に出
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鑛者・林野庁・猟政調査課長
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葛：森林 と 狩猟

たが，驚くなかれその道路の両側のブナ林には，ブナの害虫であるブナシヤチホコ'が大発生し少くと

も2000町歩に亘る広汎な区域のブナ林が，文字通り冬柚れ同様の姿を呈し，恥を観光客の前にさら

け出しているのを見てなさけなく感じた。おもうにこれだけの広い面積にU尚ろがるには’年や2年で

はなくより多くの年月を要したであろうことが想橡されるが，その間蓉殖のままに委せてあったのか

も知れない。鳥の鋼漁でも架けてあるかと注意して見たがその附迩にはついに発見することが出来す，

さびしい感じがした｡これだけの広い面蔽のしかも今生長盛りのブナ林が2年なり3年なりの側繰
返し被害を受けることによってこうむる成長量を計算したならば，けだし驚くべき石数に達するので

はなかろうか。のみなら歩この害虫はその習性上繰返し発生する可能性は多分にあるのでこのブナ林

はついには枯死の運命を辿るのではない跡と案じられたくらいであった。

然るにその後9月1日附青森営林局ニュースを見ると｢八甲田山麓虫害に燭光一天災に天恵あり一J

という見出しで』「カタジほオサムシとサナギダケカ鞁害現地に発生し,対策に頭を悩ましている関係

者達を喜ばせている」という記事が雲眞入りで掲載されているのと見てホットしたが，巽く考えて見
ると蚤ことに皮肉なたとえではあるが，丁度防火線のない山火事に，大雨が降つ迄火を消しにかかっ

たと同じようなものである。わ恥われは手をこ塗ねいて大雨を待つべきでない。貴重なｦ撚費源であ
る。火が消える麦で天とあおいでいる間に失われるその貴い養源を失いたくないものである。目下北

海道では’万余町歩に亙る森隊にプランコケムシが大発生し,莫大な被害をこうむりつつあるという
ことである。これらはそもそも何に起因するか，勿論その原因の総てを野鳥の減少のみに帰すること

はできないにしても，その最も重要な要素の一つとして野生鳥獣激減を挙げることに端曙するもので
はない。

|~雨鴬謄鰯蜜麗繍鳶麓驚総篭憲蘇薑蝋壼嘉鰯由

岸
頤
ゞ

、

i鋒謬鶯漂瑳剰爾字鴬瀞冒の鳥獣を利用する面か
一

も調氷のる時，我盈は野生鳥獣の儒襲という見地からも叉と ら

■

１
１

重要性と鳥獣の重要性と:を特に強調したいと思う。しかも潴猟の目的物即ちケームが野生鳥獣である

以上，森休と滋猟とは叉切っても切虹ぬ縁故関係のあることはいうまでもない。

独逵では猟挫物は森休の副産物として取扱われていることは銃にご承知のことと思う。しかるにわ

が国ではこれらの森休鳥獣に対しては殆んどかえりみるものなく，時にはかえって鵜木の有害動物視

している瀞すらある。先年霞網によるツグミの桝縦問題が起った際に,ツグミは森林の有害鳥である

として，霞網業昔に味方してその鋪雄方の陳購を出したものさえあった6しかしこれ肚単にツグミ問

題に限らす現在国有林経営に職を棒じでいる春の中に今倫キジ，ヤマドリを有益鳥として心から鯖窪
し得るものは果して幾人あろうか。

私は野生鳥獣の総てが有益であるというのではない，400余種に及ぷ邦産鳥類の中には僅かながら時

に森林に有害なものもあり，ことに農作物に対しては雀，カラ気の如く反面害を及ぼすものもある。

叉同一種類の鳥類でも時に有益であり叉時には有害なものも少〈ない。殊に獣類にあつ･てはあるいは

兎や熊のように造林地を荒すものや猪のように林地,剰繩の別なく莫大な被害を与うるものもある。

そしでこれらの害獣は当然これを駆除すべきであお･現在狩猟鳥獣として指定されている種類の多く

は儲顔にあっては植物性食物を接る種類，すなわち時に農作物等に被害を与うろものである。叉獣類

にあってはその肉味が不良であってもその毛皮は資重な防塞毛皮と底るものあるいは肉I朱佳良でしか
も猟の目的物として貴重な要素を具備しているものが撰ばれている。この間にあって狗諏者は知らず

知らずの間に有害なものはこれを駆除する役目を務めている訳であって少し難しくいえば「濁猟は野

生鳥獣の棲息を調整しでいる」ことになる。

先年来朝した全米の瀦溌窪員長であり，．極ラド州の瀦猟局長であるクレーランド・フィーズト氏

姓,殆んど日本全域を約3ケ月に亙り視察した結論として｢日本程寅重な鳥獣資源をかえりみない国は

．－－－2．－－

《
』

』

e



葛：森林 と 狩猟
－

恐らくないだろう。日本瞳国土が狭少とはいえ,至る所の山林原野にはまだまだ野坐鳥獣を増殖しこ
れを利用するに足る余地は非常に多い。森林家は今少し鳥獣蓋源についてその利用方法を研究し，む

しろ森林を立体的に利用すべきではなかろうか」といわれた。1羽の鶏を卵から孵えし成鳥とする毒

否には多大の窪饗と労力とを必要とする。しかもその食物は人間の食瀧と類を同じうするものを与え

なければ充分な成果を挙げ得底い筈である．しかるに野生鳥獣の場合はどうであろう。一例をヤマド

リにとって見れば，ヤ竜ドリは森林の下草を喰いあるいは原野の雑草をその食物として成長するので

あるから1銭の経斑をも要しないばかりでなく，叉少しの労力をも必要としない。成長に至るまでに

は森林の有窪昆虫其の他の有害動物をさえ常食として育つのである。

;~誘一Iかもこれ鋤雌するに当ってはこの上もない猟の快味を提供し,更にその肉は鶏のそれに
iしI比しはるかに優秀美味である。しかしてこれに要する経菱としは僅か1発の弾丸で足りる
i一一一；訳けである（但しT手クソはこの限りでない)。

私はかく考える膝現在の我が国の森林原野には，有害なる種類は別として，狩猟価値の高い鳥獣は

これを益々増殖Iﾝ蛋白の供給賛源として利用すべきであると溝える｡狭いとはいえ全国土の7割以上
を占める森林原野は更にこうした方面にも出来るだけ利用さるべきであろう。

最後に森林と狩猟者との密接な関係を知って貰うために昭和27年度に於ける猪熊兎等の被害を掲
げて見よう。

樹種別被害本数 f表1）

一

J
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上の数字は林地に於ける被害のみを掲載したものであるが，と鯉と同時に年盈狩猟家によって捕痩

さ恥るこれら3種の獣類の捕獲数は次表の通りである

狩猟家による熊，兎，猪の捕痩概数(表2）

熊 900頭
" 591,000頭
猪 26,400"

上の両表を比較する時狩猟家によって蜘雛される数は合計628謬300頭に達している。もしもこの獣

類が對繩塗れることなく自然の侭に増殖するとしたならば表1に示す被害本数は更に増加するであろ

うことは言をまたない。殊に熊は別として野兎野猪の如くその審殖力の盛んな種類にあっては毎年毎

年の猟獲なけｵしば蓋し驚く可き数に達することは疑う余地がない。狩猟家は1,800円叉は3,600円と

いう高額の狩猟者税を支払った上に1発60円もするような高価な弾丸を消費し更に現地迄の高い汽

車賃自動筆賃を自弁して山赫制地に有害な動物の駆除をしてくれる訳である。ある国有林では林内に

一般狩猟者の入ることをこばんだということを聞いた。そILも春秋の山火に心配な時ならば失火の原

因となるという心配もあろうが，積雪数尺に上る刺この山地で，兎を射っておこられたというのだか

ら全く意外な出来事である。森林の害獣を駆除してｲ言をいわ恥ては浮ぶ瀬がないという稔猟家の苦

惰だった。この話を全部その儘信用することは出来ないにしても，兎捕りに国有林深く入ったある狩

猟家が，炭焼ｲ屋に一夜の宿を求めたら,.既に何処の髄j,屋へも御布令ｶﾐ廻っていて泊めてくれ歩ひ

どい目に会ったという例もある。自分達が兎を捕うと思って他人の入山をいやがっているとこの狩猟

者はふんがいしていたが，理屈の上ではおかしいが，実際はありそうな話である。 （28，10，15）
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って矛次1,,で豊臣秀吉によって，新機溝の大体の基礎織

田来上り，樹I1家康によって，整備完成された。この織

田信長時代に宣教師ウイレラその他が各弛に布教せられ

て，西欧文化が翰スせられたと察ぜられる。この時代か

ら海外の文化に接することが出来たので,･国内の文化の

発達に貢献するところがあった｡林業按術の発達に最も

影響を及ぼしたのは植勅学の輸入であった。信長がポル

トガル寛教師の

はしがき

食つで･寝筵･繁殖するの釣鐵物色その上道具を作り，

栽培･採取，交易するのが人間で，その発達が交化であ

る。入間以外のすべての動物は手足・口欝・爪牙等の身

体に附属する器官を補う道具を作ることが出来ないか

ら，直接これらの器官左働かして植物・魚介．あるいは

動物を採取叉は捕食して，生活賓料を得るだけである。

この採取・捕食

請願を容れて滋

賀伊吹山に，薬

一＝雪園急開いて千余
種の欧ｿ臓首物を

輸入移植し，そ

の後樹II時代の

御薬園にも諸国

の有用植物が移

植きれた。維新

の方法を変化し

たり，蕊藪崖歩
一

させることは出

来なﾙ､。人間の

みは手足その他

の鵜富率埼適 林蕊技術の発展過程
具を工夫して，

生活黄料を獲得 e 1 ′＠
する方法，すな

ｰ

竺
匡

わち鍾窒鐵瀞を ，"--…一一…--－石川利治
b

前の我国の植物

園ほ，大抵薬園

I･ダg一一争至三ニー ー-二二＝＝百＝＝ｰ元一らl

28．8．11夢彊
1

.持っている。こ

の技術は生産すなわち経済を通して無限の系列ななして

発展して，今日の経済的文化を築き上げることが出来た

のである。

林業は入間の経済的行為の一部であり，従って経済的

文化の一部門である。この林業の経潜的刻炉一物質文

明を育成発展せしめるもの釣嚇業技術と解すべきであろ

う。経済史は文化の一部竃ある経済的文化一三経済的文

明を，時間的発展過程に研究する科学であるとするなら

ば，林業捷砺発達の過程斫究も，麺上科学の一部門と見

て差支えない。しかしここでは自然科学と異なつで，時

空を超越して考察研究することも出来ないし，叉絶対的

性質を持しつ法則もあり得ない。ただそこには他の交化科

学と同鏡傾向の法則叉は類型の通則ともいうべきもの

があるだけで′その法則なり通則iこしても永年の個別的

-事実の記述から，ただ帰納的に定められる外に方法がな

い｡

まず林業技術の発達一一時間的発展過程を歴史的展望

として′西欧文化が鍵初に我国に這入って来たと思われ

る，織田信長時代（永職年間1560年代）から詮林業技

術史関係参考資料目録(林業発達史資料第8号昭28

年3月称野庁調奪課)を骨として,妹学罐巨れる明治
14′5年蹟の黎明鰯までの経路を展望することにする。

（1）織田信長時代から幕末まで1560-1868

戦国の混沌としておった舌t世の時代は，織田信長腫よ

って国内統一の大業ば成就した。ここに平和時代力到来

して社会組織は整頓調節さ恥新文化を建設することにな

と称えられて樹II幕府が設源した。御薬園すなわち官園

というものが，江戸，駿府，京都，長崎にあって，叉

その他に各大藩にもそれぞれ薬園があった。江戸では小

石ｿ11御薬園(J遁川植物園）が媛大で，ここ．ご享保19年

“34年）（一説には20年）青木昆陽勧靖藷の試作を

したのは1有名な話遥ある。幕府御上りの野菜もここで

作られ，叉大奥の《醗翻の糸瓜も栽培され，なお採取し

た薬瀕は，京都朝廷にも献上された。その他江戸には薬

園叉は薬草植場として数個所あった。

植蜘漉露X昭和4年白井光太良曙）によれば古事記

以来の渡来植物侭，草本78種，木本129種を計上し

て↓､ろが｡今松補任三氏の永職以降の舶来植物（植物学

雑誌掲載明治26年）を見ると次のまうである。

永藤年間（草綿)，天正年間（アリダサウ・玉蜀黍)，

慶長年間（南瓜。モウリンクワ・煙草･蕃榊，寛永

年間献海巣・穏檸・西瓜・力鑛チヤアサガホ)，

正係以降(琉球ツツヂ･茶蘭･撰澗袷・カザクルマ・

レダマ・アンジヤペル・散丹花・小倉仙翁)，寛文年

間（アラセイトウ・オランダセキチク・クロフネツツ

ヂ・低秦花･鉄線花)，延宝年間（オホヤマレンケ・

エニシダ・タウツバキ・額桐)，天和一貞享年間（ル

鋤．ヒラギナンテン．コウワウテウ.美人蕪.千日
紅),元職年間(蕊瀞瀞諒詮.営藷),宝永＝逓
徳年間（立泉花･珊瑚菜・諸葛菜)，元文一事保年間

（毒竹樹.天合烏薬.ﾀｳﾗﾌバｲ.首稽.ナンキ
ンザクロ・タウカヘデ・甘藤･土茨苓・白鮫･使君子・

百部・呉茱萸･酸棗・山菜黄・牡荊・木瓜・ウゴン・

時計草・テウセンアサガホ・衡州烏薬等)，、寛保年間

ヴ
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石川：林業技術の発展過程

麹I)，謝上年間（サプランモドキ)，嘉永年間（ジヤ

ガタラズキセン・マルバルカウ・クワエン談ウ・玉椀

菜・マツヨヒグサ・ツキミグサ）

これ等の舶来植物中孟宗竹(江南竹)は，甘離と共に
最も普及した有用植物であり，叉両者共元職・元文の同

時代の渡来植物であったことは期ぜずして一致してい

る。ここに叩嬢別館江南竹記」（大日本山林会報告・

明治17年3月25号掲戦）左掲げて，孟宗竹渡来普及

の起原左知ることとした。

仙巖別館江南竹記

仙翻り館江南竹，浄国公得干琉球国，而所植也,初，

浄国公退老之後，開琉球有此竹，以謂，是我国所未有

也，可以致植突,元文元年三月，下命於琉球,使致此

竹二寸頴，毎穎四五竿,五月,琉球植之於両霊以献,日，

寅歳，得千漢土，而未蕃析焉，因藤以二顎，於是値之

於仙殿I館以珍異之,俗呼日毒竹，其後‘此竹繁′
殖,而分種移植,漸灘本蕪,終及他錨元文以来，一

百年千銭，自東西両都至海内諸州,･雅俗共賞，而莫不

遍植焉，ル飴也利用之多，勝於余竹，筍則最為珍

品,不独蝿可愛也,雅俗之賞＆不亦宜邪,歳在丁

酉秋，今公慮其久而失伝也，命臣秀尭記事由以誌諸

石，臣秀尭拝手春旨,籍以謂,嘗鶴仙巌之竹,既久而

益茂,払雲沖審,窪色舗然,於戯"1聡竹硫於海内也既
溥，益於人事也甚多，而推其所出，実権輿仙巌,則享

此竹之利者，皆浄国公之賜也，後之観之者，可不惑戴

哉，今公有命記其事由，則止b竹也，待今公而益彰霊．

然浄国之利沢，与今公之善業可並馳而至不朽実,大

述於祖績，仁明之道也，今公之於是挙也，其事誰墳

乎,足以観鐸k徳光輝及於遠実,此竹亦栄哉,是為記
天保八年丁酉秋九月ザ五日

太府知国史館事臣五代秀尭謹擬

幕府の方針は，社会的秩序を整備安定せしめようとす

るための文教活用であったから，修身・斉家・治国・平

天下の儒教を銭も重んじた。従って東洋風の精神文明偏

重の傾向が強く，科学実業方面の学Iまり医学・兵学を除

いては，あまり発達しなかった。しかし中期以降“70

司867)農学｡掴慰学等がやや起って来たのは,蕊す
ぶき点である。これには蘭学の影響するところ力罎も大

きかった。理学提要前後5巻は，嘉永5年（1852）甲州

の人，広瀬元恭先生の蘭学の訳であって，当時の植物学

も相当進歩しておつ雲が鏡わｵしる。その書に

贈鎧花無舞街識結実而礁『誹得雄花之精則不能繕
， 実遡雄花与雄花異採而能生種子者亦因得雄花之精也其

’得精也風与蜂蝶属為之媒蜂蝶欲晩花之甜液就雄花之密

糟抹被溌蕊花糖更就雌花造花精子干其心悲群飛住来反

覆不止卵巣遂孕若無蜂蝶之嫌則風送此干彼亦孕。

東洋風の学問は，産業経濱方面の学問にしても，社会

政策的な思想は進ん･画､たが， とかく抽象的理論に流

れ，（陰陽五行説の如く）科学的合理的錘研究態度に欠

陥があって，実際的な生産技術等に関する学術は，軽視

された。更にその進歩発達を一層困難ならしめたこと

は,封建的組織の通弊どして，各方面とも特権独占の思

想が強く，すべて税密主義詮採って，広く知識経験を発

表したり，交換普及するということが至極制限されてお

った。

鎖国経済では，食糧の生産は今日あるいはそ”以上に

深刻な問題であった。入口の抱容力は全く食糧品の生産

能力に麦配さ池織田信長の京都への覇権確立（156句

から明治維新（1867）までの三百年間に，人口は初期約

三千万人で，中期から末期にかけて社会状勢の固定停頓

の結果余り塘加しないで，その末期においてさえ約三千

五百万人と推定されている。農林水産物の豊凶は，国民

生活の盛衰に反映したので，幕府はまず主要食職の瑠産

を図る政策を採らねばなら画必要があった。その上国内

に葉いてさえ諸大名動湘対時して，小国独立の有識であ

ったので，交易運輸の途捻円溌を欠いて，各藩はそれぞ

れ食綴自給策を樹てればならぬ事情もあって，渡民はそ

の生産能力を米変作に集中すべ<余儀なく巷られ，叉一

方農業経営上の拘束をも受けたのであ､つ淀。天保13年
（1842）壬寅4月幕府御触書漣

近来初物ヲ好ム事増長ｼ殊二料理茶屋等二於テハ競ヒ

テ質と求メ高直ノ品ヲ調べ料理ヲナスハ不埒ﾉ事ナリ

仮ヘパ胡瓜･茄子･隠元豆･虹豆ﾉ類其ノ外萠物ﾄ唱

へ雨障子ヲ懸ケ塵芥ニテ仕立テ或'室ノ中へ炭団火ヲ

用上養と立ﾃ年中時候外二売出スコトハ箸侈ヲ導ｸ基

ニシテ売出ス者共ﾓ亦不埒ﾉ至りナレハ以来ﾊ萠物ノ

初物ト唱フル野菜類ﾊ決シテ作り出ス間敷旨在冷ヘモ

其ノ旨ｦ存シ堅ク売買スヘカラス若シ背クモノ之アル

ニ於テハ吟味ﾉ上急度答メ申付クヘ潔云為

その他この種の鍵作物栽培を制限拘束する制令は，幕府

及び諸藩によって麗玲発布詮られた。これ:謀り以前文政

元年(X812)戊寅12月の幕府の令では，甘熊の栽培蓮

篠止し，会津藩は橇に島津瀞ま甘蕪にある程鹿の栽培の

自由謹句束した。・

一方常用食品叉は噌好あるいは救荒食品として，野生
可食植物の根･鋼艮･地下茎･茎･葉･幹・樹皮・樹

葉･花･果実・菌蕊類及び藤苔類の利用侭．相当研究も

され発達もしておった。'例えば「東北凶作地方窮民の食

料とせる植物について」 と題した白井光太郎氏の調査

（明治39年8月20日植物学雑誌第235号）にエれ

ぱ，松皮餅（松の内皮を臼にて描き砕き細末となし，五

穀中いずれのものにても可，粉にしてこれに混ぜて餅と

鐘
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石川：林業技術の発展過程

す）のような加工食品28種を挙げ,叉夏期の救荒植物

はマリコグサ（車前草)他28種を計上してい為。

織田信長以降漸次蘭学の影謹によって近代化しつつあ

った科学技術は，明治維新の革命及びこれに伴う士族の

帰農は第2の飛躍時代を現出した。

（2）明治維新より明治初期まで1868-1882

明治維新によって，政治・社会･経済上の各種の封建

的な制度の枠がはずされて，国民全般は自由な活動が出

来るよ5になったが，ただ武士階級輝けは，維新の草命

･で存在理由を失L,，一部の新政府の下に官途について就

職した者を除いては，大半はいたずらに蒼桑の変を漢ず

ろばかりであった。叉家職の代りに渡された公債収入だ

けを頼りに為すことも無く細為と徒食する者が大部分で

あった。当時の社会状態において最も上層知識階級竃あ

った，士族の失業大群は，華礎薄弱な政府にとっては頗

る危険な存在であり，叉一方これ等の"jiンテリの人々

が，生産に樺することもなく寄生的生活を続けること

は，国家経潰上最大の不利益であった。ために新政府は

士族授産を重要な政綱として各般の施設を行ったが，そ

か＃I武士を帰農巷しめることが，最も有効適切雄方策と

して取り上げら'1〃開墾を奨励して，これ力詣導助成に

努めた。（北海道及び小笠諸島の開拓･青森県の三本木

原及び千葉采の小金ケ原の開墾・手賀沼並びに印撫沼の

疏鑿開墾･静岡采の三方ケ原の開墾等は,大小無数の開
拓事業の中で，大規模に行われたものであった。

新政府は開拓移住関係以外にも，一般産業助成のため

に，早くも明治元年閏4月19日太政官布告をもって，

新紙幣を発行し，1万石に対し1万両の割合で，列藩に

物産の毒殖喪金を賃付けることとした。これを初めとし

て，その後藩・府･泉はもと典り会社個人に至るまで，

多額の産業資金を供給し，しかも多くは#癖I息長期で，

結局はその艦,鴬還を免除するというような方針を採用
した。ために産業界は漸次活混を呈して，士族の生嘩に

従事する者が漸く多くなった｡かつて農民から立身した

武士階級は，ここに再度帰農する者が頗る多く，この維

新後農山漁村にスつた，新興農民階級一一当時の社会に

おける上層知識階級は，農山漁村に新知識導入の伝手

となって，明治時代における農林水産葉の華々しい繁栄

を，後日招来した一大要素となった。これ等の帰農士族

階級の勉強と努力によって，開拓創草の明治3年には，

早くも札幌では山野自生の野桑によって，養蚕に成功し

同5年には胆振国で初めてｵ蝿の栽培が行われ，3年後

の8年には札幌に20万歩，大野村に10万歩の桑園が

完成した。 、

材積の多額か叉は材使の優秀あるいは得意な加工技術

を誇って，他地方に顧客を持って全国的に著名な，陸

奥・出羽・飛騨・信濃・能登・紀伊・土佐・薩摩・山

餓･河内・和泉･摂津･使賀・伊勢・尾張・参河・遠

江･駿河･伊豆・甲斐･相模･武蔵･上総・下総・常

陸・近江･美漉・上野･下野，若狭・越前・加賀・越

中・越後・丹波・丹後・但馬･伯耆・因幡・出雲・石

見・隠岐・播溺・美作・備前・備中・備後・安芸・周

防･長門･淡路･阿波･讃岐｡伊譲･筑前・筑後・豊

前・鎧後・肥前・肥後・日向・大隅｡､対馬・南鳥等算え

て見ると全国的になる溌これ等の国禽もその難方の特

産として，木竹材・森林副産物･木竹工芸製品等を生産

供給していたに過ぎなか#つた°

一般の森林状態は急激な革新時代のために，比較的急

を要しない林政等はこれを顧みる暇がなかった。その為

に当時におし記は,藩政時代の峻厳な林政はすでに廃た

れて，これに代るべき新制度もまだ樹立?域に達しなか
ったので，官林の盗伐が盛んに行われ,民林もまた濫伐

の弊害を生じて尋到る処に森林の荒廃を見るに至った。

この頃の山林の価値は非常に低く当時の僅言に，「山林

は天保銭よりも安い」という言葉さえあった。すなわち

3厘は8厘よりも安いﾓﾆいう意味で,その蹟天保鐸は8
厘に通用していた。

明治維新から日清戦争の頃までは，江戸幕府を中心と

崖

9

た中央集権封建制度の崩解しだ後始末，新制度の確し
立 対外関係の復活等内外共,にすこぶる多事であった〃

が，この間また産業開発助成に多大の努力を集中した。

明治政府が産業の助成I雪傾倒せねばならなかったの催，

失業士族の帰農政策には，産業の奨励助長施設がf鶴つれ

ばならぬし，外には諸外国との通商が開始せられるよう

になって，鎖国経済鱈建制経済）から国際経済（国民

経濁へ進田した我国は，自給自足を政策の基調とした

経済政策を捨てて,新時代に適合した産業を奨励助長う‐
る政策を採るべく余儀なくされたからである。 ・

明治元年2月9日にはすでに,蝦夷埴の開拓の件が太

政官に諮問せられ』同年10月には水利事業を管掌せし

むるたあに，会昏｛官の中に治河便を置き》明浩2年には
、

開墾局を設け，同3年9月には勧農局を民部省に置くな

ど蒲燕産業行政機関の整備設慨麹急いだ。

これ等の諸般の施設について，最も進歩的努力を傾注

してその功績を挙げたのは，何んといっても大久保利通

その人であったd大久保利通は新政府成立と共に極官

参与となって，内国事務の局に当り，明治6年内務省を

.涯くことになってからも，参儀兼内務卿として明治n年

凶匁に姥れるまで，熱心lこ勧農施設を計画し実行した。

山林学の輸入創設発達は後述する様に大久保卿に負うと
ころが多大であった。卿の制定した民部省規則（明治2

■《
四

夕
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年7月）の中に，「田畑ヲ培養シ山野．河海ノ利ヲ輿シ

種樹牧畜等総ﾃ生産ｦ繁殖ｼ以テ富国ノ道ｦ開成スベシ

云々」とあり'又府県奉職規則の中にも，「古田ヲ怠ラ

ズ培菱ｼ又ﾊ土地ｦ開墾シ山野･河海ﾉ利ｦ輿ｼ生産ヲ

富殖シ庶民ノ職業ヲ奨励繁生ナサ，シムペシ」と規定して

あって，当時の勧農に対する大久保卿の抱負を偲ぶに難

からぬものがある。卿が凶匁に鍵れろまでは，勧磯施設

は徹底的な保謹指導政策を採用した。すなわち産業讃金

の融通･試験場及び学校の開設.産業取締規則の制定等

相次で行われたが,彼の死後この保護指導政策は，時の

思想界を風歴した,自由主義思想の影響から極端な自由

放任主義に一転してしまった。明治14年農商務省設証

に際してさえ，言論界は自由放任思想の主義から，むし

ろその設睡に反対する傾向があったα当時農商湧卿を議

長とし，学識経験着をもって組織した農商工上等会議
は,産業政策の諮問機関として』農商務省独立と共糎設
置されたものであったが，この会議開設の壁頭から「産

業の発達は須<其の自由に旗任すべく政府の関与すべき
でない」という見解雍，農商務省廃止論が起って，つい

にこの会議の制度は，廃止された程である壱かよ5,な事

情であったから農商務省は独立したと臆いえ，その政策

は自由主義思想に摂拠を燭,、て，従前の如く政府自ら事

に当って＆民間に範彰示すことを止あて，営業者の自審
発展を促すとい5消極的政策を採る聴二至った。次の農商

務省力洛府果に発した諭告（明治型年6月28日）は，

明確に農商務省の新方針を窺知する事が出来る。

凡ソ農商工奨励ノ事＝於テハ官或ハ之二率先シテ其ノ

事業ｦ開設シ或ﾊ其〉実利ヲ指示スル等従来種為ノ方

法ニ渉リ之ヲ誘導セシト雛モ今ヤ事業漸ク開ケ人々自レ

ラ奮テ之二従事スル時＝至ツテハ人民ヲシテ依頼スル

ノ思念ヲ脱ｼ益持其ノ自奮ノ気象ｦ拡充セメシザル可

ラズ故二専ラ法規ニ拠り公平不偏治ク之ヲ保護シ詳二
地方ノ実況ヲ察シ一般〃便益ヲ図ﾘ大二之ヲ奨励スル
ヲ以テ営理上ノ要務トナス宜シク此ノ趣旨二基ｷ施行

， スペシ

この時代に極端な欧化主義思想が勧農施設にも顕著に

見られ’外国人の学者技術者を招聡あるいは雇傭し，叉

は我国から各界の人士を海外惚二派遣して，欧米文化の吸
ク

収に努めると共挺，種苗・器具驍械:､薬品等ガ蟻を輸入

せられ，いわゆる「文明開化｣の壷jが盛んになった。

このいわゆる「文明開化｣運動に対しても，極端な保謹

指導政策に対する反動と同療，一つの反動時代というく

ぎものがあ場が，これは単なる政府の農業政策に止まら

ず′盤業技術方面においても，霞たこの傾向は観砿せら

れる。すなわち老艇の崇拝熱がこ”ごある。政府の保謹

指鐵政策に対する反動が，当時最も進歩的な自由主義恩

｡

想に基いたが，この老農崇拝の反動は全く趣を異にして

おった。明治n年5月愛知県三河国北設楽郡大野村に，

老農小木曾一家を中心とする農事研究会ガ鞘かれた承

これがその後一時全国的の流行となった漫談会の始まり

で，日本在来の農法を守り経験を基礎として,"1I時代

の農学者の説を祖述する老農に‘ついて，盤事改良の獅究

を行うというのが，この農談会の特色であった。これは

明治初年における盲目的欧米崇拝熱と，直訳的欧米幾法

の漠倣の反動と見るべきである。この農談会は山村にも

深く侵透流行し,純農村よりもかえって後年(明治末葉
頃まで） 童で存続しておった。極端な欧化主義の結果

は,,外国樹種の崇拝にま歪進展して，「ウツカリ樹」の

卑語さえ流行するようになった。どの言葉の起りは,冨外
国樹種の輸入移植漆流行した当時，「ユーカリ」を盲信

して無暗矢駄羅に，適地を撰ばずi踵植栽して失敗したた

めに出来たのであつ迄，その頃いかに外国樹種が芯続し

たかを察し得る。その他外国樹種の失敗談は，その頃発

行の林学鰯会集誌及び大日本山林会報告中に散見され

るざ

‘明治初年林学も経済産業の学の一つとして，欧化主義

政策による他の諸学科の輸入と同様泰西技術の輸入であ

った。今日の林学が誰によって輸入廷られたかといえば

置接には松野燗先生舌あって〃助言及び後援指導者とし

て，青木周蔵,大久需臆の両者を震ず拳<・べきであろ

う。次に明治林業の発端(大日本山林会報窮7号八戸道

鯛・松野先生略伝（同307号村田重治）・松野先生の

諏（明治林業逸史")li房幸)・林業教育（同右田半四郎）

・我国林業教育の発展過程と諸問題嚇業経済55号以
下片山茂御等転参考して，我が国林学の始祖松野鯛先

生の略歴及び事蹟を記して，林学の成立を明らかにし，

あわせて先生の功績を偲ぶこととする。

O弘化4年3月7日山口藩の郷土大野徳右衛門の第2

子とじて生る○一旦他家に義号Fとなるも幾程もなく復

籍○義兄医師宅に食客と獲り坪井通信より蘭学瀧脩め

傍ら漢学拳学ぶ痔に’3歳○浪華の某医の学僕となる

も若干の金銭を懐中にして出京○この頃の脱輝力謹

名護用5る例に郷､生家の大野の野と義兄長松の松を

採って松野と変名○江戸に到りカドリ戸ル及び通訳官

ケンベルマンより独乙語を脩む。

独逸留学中

○伏見満宮殿下（北白川宮）の家従となって独逸に殿
一碗瑠学せらるるに際して麓行の恩命を拝す時に明治

3年10月○同年12月3日30余名と共に横浜港出

帆米爽を経て翌年3月独乙着○殿下は軍学校に入学価

て家従職を免ぜられ日本留学生を命ぜらろO一夕先輩
青木周蔵氏の下宿を訪ね，当時生産的学溌修むる者な

塾
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石川：称業按、術の発展過程

きをもって斯学を研究せんとして同氏にこの事を諮る

青木氏曰く融乙にブオルス1､ 、ウイツセンシヤフトー

．なる学あり山林学と訳すべし斯学は国家経濱学の一部

なれば是れ恰も君の初志にも相協ふ豈大に善からずや

と」意乃ち決す○まず普通学を修むること1年○教師

ドクトル・ミユルレル氏の細介に依りノイスタツト・

エーベルスウワルド山林学挫教授ハルチツヒ氏に至

る○更に同氏の勧告によってブラウンシユワイヒのブ

オルストマイステル・シユヲイペル及びオーベルフエ

ルステル．ウヰンケルホブ氏等について，実地に学墓

ことr年，再びエ岸べルスウワルドに帰り始めて山林

学校に入学○明治6年大久保･木戸両副使を随え岩倉

公大使として，海外遊歴の途次独逸に来る。この時大

使は独乙留学生に命じて，各自催むるどころの学科を
雷出さしむ。学科中に大久保利通がまだ聞知Lない山

赫学のあるのを見て，斯学のいかなるものか竃青木周

蔵氏に問うた。よつこ松野鋸生は青木氏に伴われて，

大久保利通の旅館に行って山林学を説明し,大久保の
大いに満足するところとなった。○在独中木曾山林3

万円（一説には15万門)，天城営林1万門，上野の森
千円（一説には8百門）にて，政府が民間に払下げん

とする計画あるのを派開して，直に木戸孝允に書を寄

迂，その無謀を痛論してこれ等の官林払下げを阻止し
た。

帰朝後の略歴及び事蹟

○明治8年8月2日山林学校を率え独乙より帰朝｡．

○同月28日ﾒ玖保卿の招請によって，内務省地理寮

御雇山林課詰を命ぜらる。月俸70円（当時白米1升

5銭内外であったから,いかに鮭適せられたかが察せ
られる）○国有林の地締･面餓及び林況・材積等につ

いて，調査の必要を上司の諮問に報答。○明治8年10

月我国最初の官林調査に蒲手。（翌9年官林調査仮規

則を制定）○人民に山林の何んたるかな知らしむるた

めには，山林の利益を事実上限前に謄逢しむ愚に如か

ザと考え，木曾小川入官林内字欝香沢及び弥三郎沢の

個所を撰定して，毎年尺〆5万本の官行斫伐を立案。

○同年11月海箪省が天城山において，船艦用材を伐

採するに際し，伐木法及び運材法の実況壷調査して,

その窪ド得失を論及して復命｡○明治10年樹木試験

場設躍につい'て，内務卿大久保利通及び太政官三条実

美宛に伺を垂つ。○明治11年官林調査の結果，無立

木地に植林する議論が起ったが，これには真大の経養

を要するので，旧見識山及び坂分林等の制に倣って，

二宮八民乃至五官五民の漉囲内で，山林の利益を部分

するの方法を立て，ついに部分水仕付条例を発布し’
且つ発布の主旨を人民に告諭せしめた。○明治n年

これまで山林学校官設の論を何摩も:_I昌司に提出した

が"実現の穰子もないので，山林課員に樹木生長の状

態，木材良否の識別を知らしむることも，林業発達の

一助ともなり，他日山林学校設立の基礎と､ならんか

と考え，樹木試験場を設くる談を再度提出した。時の

地理局長（山林は当時地理局所属）桜井勉氏は大いに

とれを蓑し，内務少輔林友幸に票議して認可された。

桜井勉氏の樹木試験場設置の由来(明治林業逸史所職）

は，当時いかに試験場設置の必要動§あったか，叉その

頃の我が国森林官の林業に対する知識の程度も判るの

で，ここに原文のまま掲戦することとした。

「織f以前全国の諸藩中で森林をもって財政の補助と
していた所は，尾州･土佐・秋田・青森位いであっ

た。これ等の諸藩で官林の事務に従聯する者は，大抵

無学卑鍵の俗吏で,材木の逓材以外には,伽にも弁じ得
ない人ばかりであった。それで嬬初明治n年に大・

中．。淋区署の制左擁えた時』その区捌はもっぱら官

林の用澗遮獄に意を用い,永運によること鋪荊と考
え，地方区劃に拘泥ぜず，概しで河川の流域において一

区劃を定めた。しかしてその役員は陸奥閣下力軸租改

正をされた時に，従前の俗吏を採用されたが礎が多
〆 ●

かつたので，租税のこと紅経験のない密生を採用され

た。その前例に倣い林醗員にも書生な採用した。し

かるにこれ等の役員は樹木の綱目はもちろん，樹名や

利用法等は少しも知らないので,第一に山#檸校を設
けんとしたが>経斐と教員に人物がなく，詮方なく官

吏の教育をするために僅少の経費を割いて，樹木試験・

場を設けることとなった.」

○調治11年樹木試験場設侭個所の撰走詮命ぜられて，

北豊島郡西ケ原の高地を卜し，ま雷2町歩の茶園を箕

収し漸次墓町歩の土地を質入れた。最初の計画は道

潅山から飛鳥山に至る一門の土地を得て，他日山林学
且

稜を設け，なお天城山をも鍍り受けて学校の附属地と

し，演習林を設けるにあった。しかし飛鳥山と試験場

の間に渋沢栄一の別荘があり，叉飛鳥山は東京市が公

園とし･迄存霞する事になって，所期の目的を達し得な

かった｡。同年試験場に官舎2棟を建て,瀧田克三．
池内真三を守園吏として住居せしめ，各地産樹種“

種試験を行ったが,その中に小笠原産樹穂19種があ

るのは注目に値する。桜の樋条法は初めて試験場で試

み』又養成したニセアカシヤは東京市内に移植せられ

た。試鏡場殼立前に相州小田原城趾に苗圃を設けて

掻・鐸を養成したが，その一部を西ケ原に，叉宮城内
外の黒松もこの時移植された。○中箇筋巡回の命を受

けた際は，山陽・山陰左巡り各地で果庁員及び民間有

志者詮あつめて，森林に関して識話を試み叉品川弥二

４
岸
喝
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とは別に，次の目的をもって小石川表町に設立登られ”

同年7月には林学協会集誌第､'号を茅刊し,,一礒大日本
山林会と対抗して，我国林業発達に貢献ずるところが多

かった。

「汎ク四方ノ有志者糾合シ或'､之ヲ学術二徴シ或へ之

．ｦ実地二験ｼ荷シクモ山林二関スル諸件ﾊ勉メテ其利
害得失ｦ研究審査シテ之ヲ世上二報道ｼ以テ山林ノ利
益ｦ播建擬作スル所アラント微ス」此レ乃チ協会ノ目

・的労り

創立当時の会員数は340余名で，磯関誌は明治理年

かち同17年までに36号を刊行し,我国最初の権威あ

る林学専門雑誌きあった。明治15年から発刊された大

日本山林会報告も本誌を範として，編纂塗られたようで

ある。華々しく発足した林学協会も，農商務省内におけ

る桜井派（薩州林学協会）と長州の品川（弥次郎）派の

対立が，山林局人事に影秘するところも大きく，諸種の

事情に妨げら証て渉主催者桜井の知事転出，中野の取引
所頭賦，深井の会計検査院転閃等で,最後には中村弥六

1人となって，惜しくも明治37年林学協会集誌36号

を最後に解散してしまった。 味完)．

附

明治初年以降の山林に関する布達類

1.支配所官林及上知林総反別個所国限り坂調の儀
明2．7．太砿宮達

a福島采へ管内御林反別個所坂調可差出儀
明3．3．民部省達

3.同上取調方五月限り癖磯差出スペキ儀
明4．2．9．詞管達

4．官林規則 明4．7.民部箸達
＝

5.官緬直水損木払下代納ﾒ方ﾉ儀

明5年壬申正月24日大蔵管6号達

6．御林帳差出ノ儀（剛彬添）明5.2.13.大蔵省無号達
7.伐木差留メ有之山榊|リテ入札可払下ノ儀

明5．6．巧．大蔵省無号逮

8．本達中第3条第6条並木根返風折取片付汲路舗ヲ田

畑二切添へ云曇ノ儀明5.10.28.太政官325号達

9.諸道路並脇往還並木保護ﾉ儀

明6.5.6.太鼓盲“号達
10.各府架管内荒蕪地不毛地官林ｽ札執下差止メノ儀

明6．7．20．太政官257号布告

’'､官林ノ内水源酒蕊土砂托止有名禰亀存溌の個所及漸
次払下差支無之個所販調方ﾉ儀

明6．9．20．大蔵省134号達

12.官杯伐木租説寮ヨリ達有之迄不相成ノ儀
明7．ユ･§･大蔵省乙'号達

13．大蔵省第1鍵号達ノ旨急速調書可差出儀

郎の命によって，内務省内職員のために，毎土曜日林

学の大意意講述した。○明治12.年先生一派の山林直

轄論ようやく勢力を占めて，ついに山林局新設となっ

た。○同年内国勧業博覧会出品木竹標本を樹木試験場

に譲り受けて，木材陳列貯蔵場を建築。（教室に適す

るように最初から設計したので,後日山林学校第1教
場に当てた｡)O明治14年先生の林学大恋の聴講者

も次第に減じ，内部すでに此の如きを蕊えて，外部の

入民を鼓舞作興し，与輪を喚起し，内部に向って刺激

剤を与えんとして，地学協会の例に侭､府下の有志者

（主として材木商）を糾合して， 山林学協会（一説

／には山林学共会）を組織（13年1月創立の異説もあ

る｡）○その後武井守正（山林局長）は大いに本協会

に協力援助して，会員の反覆討議の結果”明治15年

LL嚇学協会溌大日本山林会と改称設立。（な拳大日本

農会及び大日本水産会はそれぞれ14年及び15年に

創立）大日本山林会は広く会員を募集し，親王家を戴

いて会頭となさんとの議礎一決し,会頭章貞愛親王が

嘉納されることとなって，これにおいて各親王･大臣・

参議・勅任官及び各府果知事を名誉会員とし，叉年額
会費3円の者を特別会員，同1円20銭の者を通常会
員とした。○明治型年山林局が内務省から農商務省

に移管された時,農商務省御用掛被申付。この時西郷

農商務卿及び鋤山林局長に,山林学技設立の素望詮
調､て養成を得,山林学校組織取調のため山林局に学
務課を新設し，学務課長並び博覧会掛兼啓被申付。

○明治15年山林学筏組織取調べ:藍完成し，同年n月

農商務省譜記官兼東京山林学校長に任ぜらる。なお調
立当初の職員及び担当課目は次のようであった。

訟野鯛山林学校長林学本科

種田遥 同校幹事

堀 保助教 林学本科

安本徳寛 同 動植物学

下山順一郎 同 化学

飯磯挺造同 物理学
菅沼慎一 嘱託 算数学

富士谷孝雄 同 金石学
中村盃同 法律学

当時朧林学本科担任教師を得られな力謝ったので，校長

自ら担当して準つたが，明治i6年（一説には17年）
中村弥六氏が大蔵省御用掛から農商務摺書記官兼山林

学校教授となって面目詮一新した。

以上松野燗先生の略歴及び事蹟を述べて，林業発達の

黎明期粒終ることとしたいが，桜井勉氏の創立した林学

協会の功績は．また見逃ずことは磯来ない。
明治14年桜井勉氏の主催する林学協会銀山林学協会
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石川：林､業技術の発展過瀧

明7．1．14‐内務省乙3号達

鰹．芽野秣場等火スノ都度区戸長へ可届出儀

明7．3．2．内務省甲3号達

15.大蔵省第134号二付追錘ﾉ儀

朋7．3．7．内務省乙19号達

16.神戸大阪間鉄道建築用木材官林鱸ﾉ儀

明7．3．7．内務省乙21号達

17.各省用山ノ名儀廃セラレシニ付山林樹，石需用ノ儀
内務省へ申出スヘキ儀明7.7.5.内務省乙46号達

18.並木坂蒲坊ノ儀明7．8．15．内務省乙52号達

19．並木植足シ及無之場所モ糖付ヘキ儀

明7．9．28．内務省乙60暑達

20.人民へ久札ｦ以ﾃ官称立木等払下臆澗笥札ト錐毛指
；令迄着手スベカラザル儀明7.9.28．内務省乙6ﾙ号達

21．官林及上社寺境内ノ竹木ｦ掘職シ民費二係ル橋蓉
ヲ造ルモノハ違令電窪重二間フノ儀

明7．12．20．司法省30号達

22．並木，立枯,損木，盗伐木払下代価職方ノ儀
明8．2．15．内務省乙18号達

23.官林等位ノ儀 明8．4．18．内務省乙47号達

24.官赫伐木跡地及官宥地ﾉ山練ﾄﾅﾉ遼ヘキ地へ苗永仕

立方ﾉ儀・ 明8．6．15．内發濱乙78号達
25．家癖返遡堵へ官赫＝限り当分銃下渉ルノ儀

明8．6．28.内務曽乙,83号達

26．宮地営林等不用ノ物入札ヲ以テ抵下ノ罐管轄二属

スル官員ﾊｽ煎示相旋ﾉ儀
明8．8．27.為政官152号達

27．並木植総及上新鏡植立入鍵〈儀
明9．2．10．内務瞥乙19号達

28．官林監守人給料其他ノ儀
明9．3．17．内務省乙30号達

29．同上給料ノ儀明9．5．11.内務大蔵両省乙蛾号達
30.損木拭下ﾉ儀生長ﾉ害ﾄﾌf湘成モノモ往為払下不都

合二付注窓スヘキノ儀鯛9．6．6.内務省乙71号達
31．官林拭下ノ卿t騨限ﾉ儀

明10.10. 4.内務省乙89号達

32.宮木按下ﾉ節ﾊ倭少ﾉ雑木卜雄ﾓ木名記載可致儀
． 明10．ユ0．17．内務曾乙95号達

33.民林火入官施下草》<朧ﾉ儀二付保護取締ﾉ儀
明11．2．1内務省乙7号達

34.部分木仕付条令明11．3．理．内務雀甲7号達

35．部分未仕付条令頒布二付管下入民へ丁寧告諭スヘキ
儀 明11．3．15．内務省乙27号達

36．官林掛官吏巡視ノ節猛獣鳥防除ノ為メ区域内限り銃
猟差許ス儀 明n．3．18．内務省乙i28号達

37．各地官林樹木内務省地理局ニテ伐出ス木材切判相茄
フルゾ儀 闘11.5.13.内務省甲12号稀塞

38．部分木仕付方出願者心得ノ儀

、明11．6．3．内務省甲ユ4号布達心

39．部分水仕付条令中交字削加ノ儀
明11. 6．29.内務省甲20号布達

40．葡蛎木払下ﾊ官林木二準シ票講スヘシ

明立.､3．24．内務省乙13号達

41．内務管中山林局ヲ置クメ儀

明12．5．16．内務省乙21愚達

42.山林ハ水陸生産ﾉ殖スル所云々樹木識直孫護等一層
注意スヘキ笥愉達スヘキノ儀

明13．n. 27.太政官無号内務省へ達

43．同上太政官達二付此際一層注意シ山林ノ荒廃ヲ挽回

スヘキ様相達スヘキ儀明13.12.3.内務省乙49号達
44.官林二編ススヘキ地調査ﾉ儀

明型．2．2．内務省乙6号達

45．明治15年2月1日ヨリ3月30日迄山林共進会開
設スヘキ儀 明14．3．2．内務省2号布達

46．各府県山林事務分掌者監寒人巡視人等ﾉ姓名取調可
差出ノ儀 明型．4．25．農商務省乙2号達

47．内務省乙第6号達官林編スノ儀追達

明型．5．9．農商務省乙3号達

48.民林ノ反別地価版調可差出儀

明14.5. 9.農商務省乙4号達
49．山＄樟域銭規則明14.5.24.農商務省甲2号布達
50．山林共進会事鋤所位置ﾉ儀

‘明型．ユ1．18．農商務省乙10号達

51．内務省乙第7号達明治11年文中文学測除ﾉ儀

， 明14．12．27．農商務省2号達

52．民有森林中土砂*FJE風潮防禦等国土保安ノ個所ハ伐
木偉止セシムルノ儀

明15．2．1.為政官撰商務省3号布達
53．官有森林山野ノ員数二関スル諸申牒書式ﾉ儀

明15．2．9．農商務省1号達

5415年2月1日太政官農商務省3号達二付実地検査

ノ上可伺出儀 明15‘2．13．農商務省3号達
55．山林共進会ハ其功労ﾉ優劣ヲ判定スルモノニテ所有

ノム”ヲ鑑別スルノ目的ニアラサルノ儀

明15.2. 27.農商務省4号達
56．旧開拓使事務ノ中其省二於テ管轄スヘシ云盈山林事

務同穣ノ儀明15．3．8．太政官無号農商務省へ達
57.毎年10月1日ヨリ勧業会開設農工商山林二関スル

課係云燕/儀明16．12．1．農商務省17号達
58、明治15年2月第3号布達改正ノ儀

明17．2．15太政宮3号布達

59．同上太政宣布逵二付当省明治15年2月第3号達改
正ﾉ儀 明郵3．1.農商務省3号達

60．官林編ススヘキ個所取調方ノ儀（追達）

明17．5．16．農商務省12号達

61．明哩年内務省乙第n号達書中森林収入総計表16年
度限り不及差出駿明17．6．19．農商務省16号達

62.森林二属スル諸収入金上納順序の儀

明17．6．19．農商務省17号達

63.農商務省山林戦務所森林収ｽ金取扱手雛ﾉ儀
明17．6．19．選漬鰐省ユ8号鐘
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I

産業篠式会社によつ迄，戦後いち早く製作せられ,数多

くの試験も行われたが，伐採事業用としてはやや軽快を

欠きわが国山林に適せず，一部造材用に限られ必ずしも

林業用として一段的jﾆ普及を見なかったのは残念であっ

た。然しその後馬力の増大,鋸歯取換の容易性等の改良

により前より重量を増加した添林業用のみならず漁業

用，採氷用等にまで販路を見出している。

近寿貿易再開以来必然的に外国製動力鋸の輪入力魂ら

れるに至った。この種の鋸健第一次大戦頃ドイツに源を
発し，その後米国1こ渡り従来軽小ガソリン機関の製造家

の鐘って採上げるところとなり，同国の工業力によって

軽量の点でも躁瀧造材料の上でも購異的製品となって

現わ説た°たとえば永戸ムライト会社，マカロツチ会社

など各種型式のいずれも鎖歯回転鋸を製造している。す

なわち1人用としていわゆる剣型遁匁先45cmから70

cm窪度，重量最低で12kg附近のものから, 2人用と

して匁渡は1rn以上に及ぶものも記戯されている。この

うち2，3の機賊が民間会社に採用さ淑職験も行われて’
いる。このほ力着くから有名な独逸のドルマー会社や叉

瑞典のご一ボー会社のそれぞれ]､入用鋸の見本も輸入会

社に届いている。これらも剣型で匁先40cm附近，意

量も15kg程度と記きれている。発動磯は以上い詞弛

も単ジリンダーで2サイクルの3．5乃至4.5馬力の出力

を有するものである。近くこれらの外国磯城の総合試験

が,東京営林局と東京大学とによって国有林内で実施さ

れるというから，有意義な成綴が発表せられる日を期待

するものである。

3．集材機械・

集材驍1こついては昭和24年出現した富士産業製Y22

型集材震は従来の稼式と全く変った独自の設計によつ

伐木蓮材機械の現状
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1．まえがき ・

筆者は昭和24年末,本題と同様の題目の下に，特に

森林作業機械について記述りしたが，その後林野当局の

機械化推進により，叉社会悩勢の変化に応じて，各種機

械や施設の普及あるいは改変,新式機械唖採用及び考案

執寺筆すべきものがあるの.G,国有林対象であるが，集
運材機械の主なものの技術上の点について鍔削でなしに

紹介を試み，一般の方登の参考に供したﾙ､と考えて筆を
とった次第である。

叩
▲

第1表は前回との比較のため，各営林局の主要機械保

有台数を，可能な範囲で資料から坂まとめたものであ
る。蒸汽機関車，自動鋸を除いては，各種機械台数を増

苅しており，特に集材機ガ篭し<，貨物自動車，内燃綴

関車難運材車なども増加を見せており，機械化の進歩を

示している。数は少いがブルドーザの保有によって，土

木作業の機械化の一端も窺われるのである。

以下主な機賊及び施設について近況を記してみたい。

2．自 動鋸 “ て軽量,濱漣,…易の特質を発揮し,更に郵湯の経
自動鋸については，*鐸機砿化の最尖端として富士 験に応じて改良を施されY-25型まで進んでいる。婚§

第1表各営林局の主要磯械保有台数鋤 （ ）内は23年度の数字,長野前回欠
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本多；林業機械の近状
一一一一一一
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張りの願単さから通過する滑車が少く，なお作業索の先

端に近い部分が主として激しく樋つれるので消耗前妙い

こと等，山岳地集材磯として優れた特色を有している。

然しこの性能を発揮するために搬器は相当鵬巧薩
あや。集材個所附近主索上に搬器止め装置を設け,集材

の際戻った搬器がこれに連結し，同時に荷かけ釣が解放
されて下降し得るようになる。荷かけ鈎に材力顎けられ

機城で引上げられると鐙器に姪え込まれて懸架される。

同時に振器が止め装置から離脱し材を釣ったまま下降の

姿勢になる。これらの搬器･連結離脱,荷かけ釣の解放
懸架が上記の順ですべて自働的に行われるのである。し

かも主索釣金具左脱線なしに通逓;~る考慮力私われてい
る。

更に軽合金の広範囲利用，仕上箱度の高級性による重

量の軽減,高速度長距離に応ずる強力ブレーキ，冷却水

欠乏に対応する空冷発動磯の採用など,幾多の学姦べき
点を備え，古い集材機の鈍重から飛躍した構想である。

搬器に対する荷かけ釣の自働懸垂下降の方法などは，早

速園内の現場を刺戦して種奇の試みが行われている。

その他各細部についても種盈斬新な属品がありきわめ

て教えられる所が多かった。その後木曾野尻営林署国有
林における試験成績は,作業の習熟と共に性能睡秀性を
発揮して，昭和27年度には次の穣な成績を上げてい
る鋤。

架線長1400m(従来ならば3段集稼必要)，高低差
500m, 6ヶ月間に2万石，1ケ月平均23日顔勤, 1
日平均33回1回4．5石，1日型8石．

米国のスカギツトやクライド型に倣った集材磯の操縦煩

雑に較べて遥かに優れている。本機は第1表における集

材溌の増加の大きな部分を占め現場作業の能率を向上し

ているが機械の糖剛&によって多少消耗交換部品が多い
との声を聞いている。

エンドレス集材磯も索張りの簡易性と，溌械の軽小性

とによって民間林庫きとして普及を見ているが,鼓ｿ闘同
によるエンドレス操作のため摩擦による作業索の消耗が

多いことは欠点であろう。

第2表ウイツセン集材機性能要目妻）

|ｳｲﾂｾﾝ|(参考)Yzs l備考

|…為”‘鏑恥|羅簾ﾝ腕
11釦〃 14m"

1260" 1450"

1.･｡kg l6"kg鑿機'鶴謹
31馬力 9噸力

22"r.p､m3000rapom

6段(手動） 3段(自動2）
ウイツセンほ

｜涼…。
機賊式手動油圧足踏

0．7ms 0.07m2

1760m l370m
118Q" 920"
720" 570"

3050.kg .18@fOkg
@8mjnfil l (55m/niin巻胴半巻にて

蝋‘
にて）

895m/min
(280kgにて）

巻胴数
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全 高

重 量
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変 速

ブレーキ

ブレーキ

面 稜
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最大弓脹力

最大速度

集材機として綣筆すべき点崎昭和26年に輪ｽ公開も上記の侭れた性能にもかかわらずウイツセジ集材機
されたスイス国製のウイツセン式集掴機であろう。最勧 ば，わが国の地形，作業状態，作業員体力の相違等から
東京大学の加藤誠平助教授の文献上の紹介により注目麹 考えて，水平集材や上げ荷の不可龍,終点における荷の
集めたが,林野当局の英断によって本綴の輸久を見，長 捧也の必要,荷かけ鈎運搬の労力等の不利があ‘り，必ず
野営林局野尻営林署において，現品とその突地作業に接 しも万全とはいえず又きおあて高価であるから林野庁で
した林業関係者は,機械の瀧巧,設計の斬新独特,性能 は,富士産業にr-211型稔試作させて,最近2, 3の
の礎秀(第2表参照）に眼な見張ったのである。この機 国有林で試用させている。この装置は横坂りの際荷かけ
械のもつ高速軽量にして作業単純,遠距離集材性能によ 鈎を運ぶ労力の軽減と作業龍率化のため第2の巻胴を設
って，奥地林開発,択伐作業等に対する懸案の解決策が け,荷かけ鈎の引戻を行わせることを主改良点として，
示された感があった。すなわち軽鼠性のため自力蕊坂に このほか細部の改変を行っているが，殆んどウイツセン

よって機械を虞l皇に据え下方に集材するという特異な方 式の長所荏とり入れた国産機である。自働搬器も更に片
式により，架線が主索と作業索と各1条ですみ作業ガ輔 側のみでなく両側で搬器止め装置との連結離脱可能に設
単であること，荷かけ鈎の持運びによって械坂り距離が 計され前記の不利も緩和されるの逼この機械がわが国
大であること，主索の中間麦掩金具を用いてスパンを箸 の事業に対し躍れた性能を発難す~ること毒大いに期待さ
しく大きくと熱ること（作業索10m]nの場合ﾕ427m), れている。

支持金具によって曲線集材が可能であること （最高で ． ． 4． 索 道
135。’まで曲線部が作れるとのことてあるが， この詳細 集材機と共に奥地称開発に今後ますます発達を見ると
は不明)，索の所要量が集材距離に較銅§て少い己と，索 考えられるのは索道であろう。林業用としては特に大寵

－12－
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本多：林業磯械の近状

として，長踵誰の点で認渥的のものと言いえよう（屠鷲

営材曙大杉谷舗首は1264m)。この索首儀昭和27年3
月頃竣工したものでスパン1B21虹高低差3827m("

’斜角16.10')，主索の蔵蚤30mm曳索直径14mmを

用い，最ﾌ"1tの殼詩である。この這穀費は同局

の発表q)によると，スパン1m当り3055円の爾主索が
65%，曳索22.3％を占めている。な3謡着点から約340
m賊近に，寸叉川と支流を堺する尾恨が邪魔となり，岩
石切取擬（24.8%）を要し濃細についているが，当時1

m当りの建設鍵において森隊鐘が6000円．自重陣道
が3500円附近篭，これらに比すれば低廉蚕あるから地
勢急峻の山岳地では，架空索道の利用も充分毒えられる
としている。

5．貨物自動車

貨物自動車については，一般自動車工業の発展と燃料
事傭の好転更に道路網の発達に伴い，ますます林業にお

いセも利用の鋤Mを見ることは第ｴ麦の自動車台数から
も明らかである。他面国有林に鐙いては，伐採事情の変

遷に伴って軌道運材と自動車蓮材との比較撲討を要する

時期に立到っており，自動車運材の優位性力爵予想される
においては更にこの感な深くする。かよぅな経鴬経済的

な問題除別として，技術関係でまず触れたい点は，戦前
戦後を通じてさしもに普及徹底を見た代用燃掛機が，燃
料事情の一変と共にほとんど顧魏られなくなったことで

誠に感慨無蹴のものがあお･欧洲の一部に使用さかた代

蝋津が古く旧陸軍に蒲目せられ，この式をとり入れて各
界をあげて苦心改良"f究の結果全く日本独特の発達左見
たのであるが，不便不利に耐えて一時代を乗超えた車輌

関係方面の努力は永く記録せらるべきであろう‘。

貨物自動車におけるヂ戸ゼル機関の隆盛も新しい傾向
であろう。ヂーゼル機関がガソ‘リン機関腱較べ,熱効率

が高く且eつ安価な軽油を使用し得るため，経済的である
という最大利点のほかに,高圧電気点火系統が不要で故
障件数が少いことその他の利点を右することは既によく
知られ,戦後の復興につれ今後の重車需に侭ますます簾
となってきた。然し一方に侭，特に冷間時の始動が困難

であること，振動が大きいこと，重量が大きいこと等の
欠点詮伴っている。更に普及初期の現状F看は,燃料ポン
プ及び噴射奔の故障には艤殊技術者のほかぼ修理困難と
いう不利な声を聞くが，これは将来ヂーゼル機関の原理
取扱に習熟するにつれ緩和されることと思われる。叉ヂ
ーゼノレ車とガソリン車との実績比較の一例pによると，
自動車代価大，タイヤ寸法大であるため消却費が多く，
叉修繕及び部品が比鮫的高価のため，積載トン当り五ソ
リン車に比し，かえって7％の増惹来7ごしている。燃料
鑓は]/3以下であるのにこの成績は，ヂーゼル磯関の必

模な安全索道式施設は少いが,最近数kmW学ﾌたる多径
間索道, 1kmを超える交走式単径間索道等出現し施設

の増加を見つつある。

最近の文献から例をとれば，多径間索道の例としては

第3表に示すものがある。

、第3表多径間索道例動

局,署,地名l熊本,八代,鶴東京,水窪，中俣

型 式 複線,交走 複線,循環
スパンm l540 2560

高低差m 508 285
中間識鋤 3 12
搬器数

主 索

曳 索

制動溌

緊張装置

運材量石

1日〃石

所要人員

建設費円

▲

ｰ

′ 水窪営林鶚中俣索道は，軌道勾配（2，3画よりも

河川勾配が急である赤石山系の奥地に当り，伐採量15万

石（6ケ年計画)‘の作業地に作設ぜら汎るものである。

石当り経菱を比較すると索道め場合は軌道の場合に較べ
著しく安価で,搬出経溌もはるかに侭､の毛索道建設に

決定した由である。全体として45.30FのC曲線をなし

ており，縦断面図によるとほぼ中央麦柱約頚0zn間に約

3。の逆勾配がある。循環式の特長によって，かような

勾配差や曲線運材を可能にし，途中積込場所の作設によ
って随所で荷かけができることを挙げている。

2

《
画
型

八代営林署鶴索道は，およそ面積26雨，材積13500
立方米の杉造癖也の伐採のために作設登られたもので，

要目は第3表に示すが，主索調整,装睡信号装震のほ
かに視界のきかぬ天候の際搬器の位置を示す，走行指示

の新装置を備えている。発表による‘と建設費総計のう
ち，鋼索31.5％鉄塔16．8％その建設費14％弱が大
きな部分を占めている。なお索道の代りに車道を新設し
た場合の総計喪を分析し，索遣の場合石当り772Rjに

対し車道の場合940門となり，索道運搬の利益蓮述べて

いる。

東京営林局千頭営林署管内の天地索道も単径間交走式

－－－13－－－



本多：林業機械の近状
●

ずしも有利でない感を与えるが，夏に普及改良によって

価格も低~Fすれば，この機関の本質的な利点にによ､って
侭つれること零あろう。

6．森林鉄遁機関車

内燃磯関車についても，代用燃料ほぼと:んど顧みられ

なくなったが今後はヂーゼル機関の採用が当然進むべき
道であろう。高速度ヂーゼル機関がドイツにおいて発達
した当時（昭和初期)，すでにドイツ製機関を装備使用
した例もあるが，貨物及び乗合自動車のヂーゼル化の波
に乗って，国溌の機関車のヂーゼル化は最近の傾向であ
ろう。ヂーゼル機関のガソリン機関に対する利点欠点
は，自動車の項で触れたが内燃機関車に話いては,重量
増大縦何等欠点とはならないし，タイヤの問題はない上
惇かえって回帳力が大きい点から列車始発と牽引力にお

いて静Iであり，燃料経済性は本質的の特点としてます
霞す強調される。かように機関車用としてはヂーゼル溌
関は幾多の利点をもつので,今後ますます増加を見るも
のと考えられる。

蒸汽機関車に関しては，従来のだ性と取扱運転容易確
実,穂造堅牢無故障性によって使用されていちが，昨年
の石炭争議以来石炭価絡の高騰は著しいものがあり‘一
方液体燃料供給の蝿富となるにつ”当然比較検討が行
われるに至った。その例が高知営林局奈波利鉄工所のヂ

ーゼル磯関装購である。重油･切換ならば，汽罐の重油焚
も一案であるが,1汽雛効率から蒸汽機関車本来の#鐸を
著しく向上させることは困難であり，従って前述の高能
率の笑一ゼル機関採用に進むのは自然の道であろう。同
所西本知延氏の発表によると, 10t蒸汽機関車に日野
110馬力ヂーゼル機関装備して全改装を施した場合，奈
半利一石仙間ｴ台往復,年間250日運転として運転費を比
,較すると，著しい燃料費の相違(石炭1t当り7800B,
軽油1ノ当り18円）によって，蒸汽機関車の場合に較
べヂーゼル機関に改装の場合ほ1/2.87の小嬢ですむと

いうことであるから，いかにヂーゼル譲関の経漬的であ
るかの一端を知ることができる｡、

この侭か機関車として新しい型式は，軽量艤殊銭関車
である。作業線上の悪条件に湛えるように長さ，幅，軸
距等を最小に止める9ように考慮割‐るほか，特に視界をよ
くするため発動機を中央あるいは座席下に入れ前後に操
縦可能とし，従来の後ろ向きの不合理な運転を廃した設
計をとっている。協三工業及び岩手富士産業の製品がこ
れである。い鋼⑩も麓鐙2.5t(バラ系ト搭載時),第3
速度で22km/hr附近で，軸距は前者で85cm,後者で
80.4cmとなっている．発動磯はいずれもセントラル

KE-9型50馬力のヂーゼル機関を装備している。

機関車で興味があるのは， 2軸讓ギー式の採用であ

る。これは酒井工作所のF型5tヂ戸ゼル機関車で，半

径の小さい曲線が多い森林鉄道における震関車の設計製

作上種玲の無理を除こうとの考えである。すなわち従来

曲線通過のため軸距から制約されていた車体の長さを充

分にとれること，従って運転席も前後に設けられ後向運

転の必要なく，視界も良好となること，車軸数が4軸と

な輝軸,車輪,軌条の負担力が小さくなり，摩耗に対し
有利であること，上下動室盲動が少く乗｡地がよいこと

等の長所をもっているが，ポギ戸車動璋体に対し自由に

動くから剛力伝瀧に相当の工夫ガ雲る訳である。これも

同所特許の揺動式動力伝達機を前後ボギー台枠に設けて
解決されている｡発動機は新三菱KE"140馬力(1300

回転）のヂーゼル機関な採用して蕊り，全長5m全高
4nl全幅1.41n，である。この濃関車ほ完成後長野営林
局管内電試用されたが動力伝達磯溝一部の故障で修理中
と聞くが今後新しい試みとして辮侍される。

A
r

k

L

7．運材車

迩材軍関係で特筆ずべきば貫通ブﾚ戸ｷの採用であろ
う。これは東京営林局水窪営林署森林鉄道に昭和25年
産初めて機関車1台と運材車10輔に施設された新三菱
重工業株式会社のSA型空気ブレーキ装置である。以来

着盈整備葡韮められ27年産初めには合計機関車3台と
運材車70鋪の装備を見ている印。

賞通制動機の特点ば既に国鉄その他の客貨車に採用せ
られ，その安全性については国民的常識であり説明する

までもないが，森林鉄道においては，制動手によ鴇制動

に較べ，制動作用円滑による糞韓目互の激突,乗員稜載
物の危害損傷を防ぎ,列車速度の調節力溶易で従って運
行速度を速めることができ，更に脱線事故の軽減，非常
時において最後部の弁開放によって非常停車を行わしあ
得るなどの効果を挙げることができるg

この貫通制勤磯の施殼費が問題であるが，水窪営林署
の調査によれば，3列車各8稀編成について，制動手の
手ブレーキの場合峰較べ,年間かえって相当額の経費の
節減が出来るということである。前述の危害防止と速度
増加を考慮するならば，利益は甚だ大きいといわねば獲
らない。

一

8． む す び

以上のほか軌道集赫車や積込機などﾘ鑑なものあるい
は前項のうちにも坂上<・べきものがあったかも知れない
が，取急ぎ主なものだけをまといたため軽重首尾一貫し
ないものとなった。ここにお断りして筆をおく。

（22頁下段へつづく）
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－續一 から，わが国でも織重の育成に成功う-る童画まグ戸プラ

スを事業用に向けるの畷も塞全である。以下主な穂に

ついて造林的憧須と露途を述べよう。

1. E.glObulus,Labill. Bluegum

E.amygdalinaとともに最も大きくなる種類で, 490
フィートにもなる。南剖朧洲及びタスマニヤ原産で主に

湿潤地に分布し，比較的低温＃二も耐えるが，肥沃地を要

求する。インドヒマラヤ地方では海抜4000～60"沢の

地帯に職-る。半島南部では5000-8000沢の間に広く

造林されている。ここでは萠芽更新によつそ主として薪

材に利用されている。材質は硬く，強くかなりの耐久力

があり，建築用，橋梁用，郷湘，車禰用，電柱挑木，

坑木用に適し，溌洲ではパルプの原料にも利用されてい

る。

インド篤梛のNilgiris地方では成辮重子は5月ごろ

桑巣される。1オンスに6500～9蝿0粒含まれる。かな

り若木透も種子は採れるらしく，前記地方で9年生の萠

勇淋から錘集したものの…が47％であったと報告

されている。競謝グｺ漆非常に強く，火災にあっても龍茅

する。和歌山県にその実例がある。

この種はまた葉に精赦の含量が非常に多く，E.ci-

triodOlaとともに経済的に採油し得あ種瀬である。わ

が国で餡，約加年前から採油，製薬し筵いる会社があ

る。ユーカリ油の主成分はシネオールで，鼻，咽喉の病

気腱よく，米国では家庭篇備薬になっている。

林分材穣成長についてカリフォルニヤ大学の報告は毎

ha平均100石になっているが，インド壱はlla当騎氏

65石から鏡葛145石になっている。日本における従来

の織践成績から見ても，また精油，用薪荷い､ずれ誼目的

としても，まつさきにとりあげるべき種類であると確信

する。

2. Eucalyptusgunni,王迩ok. Cidergumor
Sugargum

・葉に油腺を欠き，樹液に甘味あり，坐って動物の食害
を受け易く，家畜飼料に供せられる。南膳釧，タ.スマニ

ヤの原産で，震稿5500沢，降雪麹見る地方にも自生し

ている。すなわち最も寒冷腰耐え得る種蕊の一つであ

る。わが国には董念薩識侭が見あたらないが，ユーカリ

造林の瀞也を広める意味からも研究調査の対象として，

窪ドとりあげな同れぱなら煙ものの一つであろう。原産

地で臓高さ250尺に達するといわれるが，寒冷地では曲
りくねって鯛生になるという。材質璽漢で，主として薪

炭材として使爵つれている。 もちろんパルプ用材にもな
る。インドのヒマラヤ地方では4000～7000服の地帯に

i劃氷されている。

3. EucalyptUS"1iqUa,L'H6rit. S鍾早gybark

爾躍洲，タスマニヤ原産，樹高300尺にも壷する雷沐

ユーカリの撞林について､
●

龍彦滿田
(28．11．4霊）

、』 一一

一 一一一一 一

筆者は本誌前号Iご’ユーカリの造林について，

その概幡の沿革と，所感の一端を述べた。その

後，外国樹種導入研究会の仕事がすすんで，新

しい事実が若干判明Lで来たた必に前回の発表

女に訂正加筆の必要が起ったのて，ここに貴重

な級面を借りて，再読をわずらわす次第である。

顎
竃

日本の現存種につい･て

ざきに筆者は5種をあげたが，林野庁研究普及課の調

査によれば‘目下のところ下記の12種が現存すること

が判明して来た。 しかし，正確殉繧本，図鑑等のない

ことであるから,正確な挽索の結果かどうか保証し蹄た

町､。今後なお増減があると思われるか

学 名 地方名

1. EucalyptuscitriodoraLemon･sCentedgum

2. E.ficifolia ScarletPfloweredgum

･3. E4globulus B1uegum

4． E..Obliqua Sbingybark

5. E.polyanthemos Redbox.POplar-1eavedgum
6．E・robusta SwamPmahOgany

7. E,rostrata RedgumorRivergum

8. E.rudis Swampgum

9. E･saligna GreygumorGreybox

:10. E.sideroxylon

F1oodedgumjrSIatygum11. E・tereticornis

12. E.viminalis MannagumorWBePinggum

報告は学名でなされているが，参考のため原産地の地

方名をつけ加えだ。この報告によると，茨城,福井，群

馬を北限とし，西南諸果には隈なく分布している。今ま

でに報告されている識〔は1100本以上になっているが，

錘はこの価倍にもなるであろう｡，

このうち大部分（95％以上）はグロプラスである。今

董でに散見した程度の文献によっても， ブラジルを除

き，北米，ニュージーランド，インド，南アフリカ等で

侭主としてグロプラスが用いられ，造林iこ成功している

勺

《
‐
８

筆者・林総協・事務局長
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瀧田：縦・ユーカ リ の造林について

で，大森林詮なす，材質はあまり上等でないが，協波が

識腱に富み，鵜網,釣糸とし,抄いて紙に作る,Troup

ばかんばつに弱いと報じている。

4. EuCalyptusrostrata,Schlect・ Redgum
南北鯏原産でﾀｽﾏﾆﾔに戯自生しない。

河辺の溺池に最適で,相当な乾燥にも耐える。蓑た鰯

にも強い。労リフオルニヤでは-9.C～－7°Cに耐えて

いる。ブラジルでは主要鋪樹種になっているし，ビル

マのMaymyo(標滴3500IR)では最良の成長をして

いる。材蝿職で耐久力強<，土建用材として溝箇であ

り，薪錨j･としても礎良である。パルプ材としては使わ

れていないようであ愚｡.また船食虫及び白蟻に強い。

本多擢士は「強礎の圃欝に耐5」と述べている。

5. EucaIyptusrobusta,Smith・ Swampmahogany
前掲roStrataに次いで湿地に適す。原鱈池は濠洲東

部の低湿地で，水分停瀧地でもよく生育する。材質中に

最も多く1Wno･redを含宥し，害虫に食害されないp材

は工作容易，光沢良好で工作材に適す。 ・

6. EUcalyptusamygdalina,Labill. Giantgum
この種は人によってE.regnans,叉はE4cocc迂ela,

と分けられているが,震縁の近いものらしい。ユーカリ

属中騎笥の成長をなし’400隈以上に達す･るという。本

多博士は丈高(筵いたか)有加利と命名してい務。樹幹
1

通直で枝下高<』樹皮はなめらかである。東南灘洲，タ

スマニヤの4000呪以上の高所に自生する。霜拝感じ易
いが回復するという。インドでは4000沢以上の高所に

用いられているが，ブラジルでは用いられていない。木

材は比較的軽く，割裂し易い。藤洲壷はパルプの主原料
になっている。

葉に芳香油を含み, Peppermintgumとも称されて
いる。

7. Eucalyptustereticomis,SmithF1oodeagum
藤洲東醗邪原産で,比較的低温,寒冷に耐える。北米

フ戸リグで－5°C～－7°Cに耐えたといわれる。叉逆

にｲﾝド低地で造林に成功した唯一のユーカリであると
･もいわれ種いる。ブラジルでは主要i鋤樹種の一つで，

電注,坑丸太,繩k等の土建用材,家具材波て艤炭材に

用いられている。漂洲ではパルプに鱈つれていない。

8． Eucalypmsviminalis,Labil1、 n"nnagum
別名Weepinggum'という名の示すように，葉がし

燭1,て，義麗な姿を呈する。雄較的土地の肥瀞意選ばな

い。イシドヒマラヤ地方では4000～7000爽の地帯で一

応成功している。材は土建用材，パルプ用材，薪炭材と

なる。樹皮よりマンナを採り，食用とす為。

9. EucalyptuS,saligna,Smith・ Greygum
藷釧東南部原産で』深い鐙閏な土壌を好み，乾燥に弱

い。落葉性で，樹皮厚<，火災腫強い。北米フ戸リグで

は－5°Cでも大した被害麸受けなかつた。籍にや域'，

ても回復する。ブラジルでは主露営俳樹種になってい

る。迩宣で大材となり，材質強靭，耐久力大土建扇材

として好適である。 、

皿． 主要樹種の癖的性質について, Internadonal
Cr"calTable・から拾った数字を次に示哉

|驚噌|麗灘
| ・.9301 !!.74

0．806 19.79

－ 6．61

1.086 11.39

0ヶ587 9．28
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0．49 6．95
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註：参考のためにアカマツの数値をかかげたが，試

験方法が異なる故に御留意願いたい 、

養苗育林技術について

このことについては，前号に述べた程度以上に特に付

け加えるほどの新しい知見詮得ていない。諸外国の文献

によるも，われわ誠jが，スギ，ヒノキ，マツの苗を扱う

ようなわけに行かないことガ汎そわかるのであって，む

しろ，1､マト，キウリの苗を扱うようなつもりでやらぬ

と失敗すると思われる。要す為にロ日本で今までに事業

的に扱われたことがなく，未経験のことであるから，い

ろいろやって見るより仕方があるまい。気候,特に温度
と湿度との関係，社会経済的条件,特に輸送方法と包装

材料，輸送時間の関係，生長速度と植栽本数との関係等

をいかに調整し，いかに事業化するかは今後の研究に侯

ちたい。外国樹“入研究会各専門家の活動に期待する

とともに,進取的称業家,応徽術者の工夫蘇究をお願

いずる次第である （28.瓦．3）

一氏

．

ご崖＝1

狸 lu－

10人が語る

日本と海外の航空罵眞

、

A5判･80頁・仔価響90)

日林協測量指導郡編

日独10人の専門家が森林記念館で謙

淡した際の記録で，その他航雲裏眞の常
識を牧めてあります。
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1・ まえがき 原因と関係が深いよう艇思われる。伊藤博士･千瑠蔭炭

スギでは旅業品種の問題が論議されるようになってか 浄佐礎駁彦撰言の研究で，これまで根画歌蝋動甫と呼ば
ら，挿木苗がたくさん“つれるように雄つ諺ことは，造 れてきたこの被害は果樹類と同じような根瞬霞腫病菌に
称技術の進歩として大へんよるこぼしいことであるが， よる病害ではなく，擬恵自体の生理的な異常で発生す．る
将来も礎れ髭ク戸F-ンの育成と増殖には，挿ｵ錘苗に期 もの香あることが，ほぼ明らかにされた。しか"し私共は
待するところが大きい。 発根阻鐸物質をたくさん持っているクリ，ヤマモモ，稲

ス竿の挿木は主要林木の輝宅は易しいとされ,立派 マナラシを錆ドすると‘スギの根頭漉腫病によく似て，
な林業地ではかなり古くか'ら行わ恥てきたが，気候その 切口やその附近（ヤマナラシ）に癒合組識がコプ状にで
他の環溌条件が易率にあまり適しないためによるのか， きて，発根しない強勤あるいは発根釣鐘めて識､場合が

例えば秋田，富山県地 多いことを認めた。ま

方……“スギ挿木の新しい考え方誌鰯磯鰯癌腫揃（以下根頭癌’
ない黄化枝（殆ん菖含

腫病という）の被害が ◇ ○◇
童ない),｡若い実生苗，

著しく，それが品種に 、
萠芽枝などからとった

森下義郎・大山浪雄 繩にはコポの癒合よっては養苗上の大き

な障害に｡なっていた
（28．7．17受卿

り，また優れた品種で 組獅輪んどできない
．はあるが挿永鋤灘かしいどか，瀧英樹を選び出したガ堵 し， また発根阻害物質を除くとコプのできかたが少な
令木のため発恨しにくいということなど，技術的に検討 く，識艮し易くなることを試験の結果，確かめている
し改良されなくてはならないことがらがまだまだ残され が，これらのことから考えてスギの挿木艇ゴブができる
ている。 ’ のは，挿穂の中の発樹餓雰物質に原因があるのではない

これらの原因と，その対策ば多くの人がそれ識1，の立 かと推定している。

場から$藤され，だんだんとおかってきているが私たち 昨年は19年生の造林木からとった秋田スギ（いわゆ
は膣根阻謹鋤麹さあるために挿木ガ灘かしい場合もあ る）詮』菱蔀遡蕊掌吻質を除いて挿木し，祷爵癌腫病ので
る」との見地から'スギの活着詮よくする方法について ’かたを識蚕したが'擬鈍の気候的な環糞条件がこの害
試験研究を行った結果，易ギの枝（葉）の中にば挿木の のでにくい高島分溺であったためか,無麺理区Fをもあま
諮展を阻害する物質のあることがわかったので，それを り甚だしいもの釣認められなかった（第1図）ので，今
紹介して参考に供したい。 年は富山県林務課の援助を得て,果下でそれにｼついて再

な龍この研究をはじあるに当って御指導下さった倉田 び試験を行っている。

博士,御塞L､ただいた佐治麦湯長，挿穂のお世話なし 第1図秋田スギの挿木のゴプ（高島分場）

ていただい潅富山県林務課や秋田麦湯にそれぞれ摩<お

礼を申し上げる。

2．枝(葉)の中に発根を阻害する物質がある

挿木ガ灘かしいクリ，ヤマモモや発樮が錘必で易しい
ヤナギでも1校の中に発根な阻害する物質があることは

森下・大山や，佐藤清左衛門氏の研究で明らかにされた
が,その後行ってきた試験きスギにもこのような物擬の
あることがわかった｡これは京都市北山野の北山スギ4
品種（シバハラ，ホンジロ，ミネヤマ，ホウスギ）と，､

富山泉呉西地方の3価種（マスヤマ，リヨウワ，ボカス

ギ)，計7品種について調査した結果で綴種の間に差が’
あり，またそれぞれの品種の挿木の活着の難易と関係の

深いこと力認められた。

－1）根藤蕊睡病との関係

挿穂自体にある発根阻害物質は,挿木の根頭癌腫病の
2）ホルモン状物質との関係

・錘者．林業試験場京都麦湯 スギの挿木でホルモン処理の有効なことが石井臓次氏

一
。

凸

《
咄
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森下・犬山：スギ挿木の新しい考え方
一

などによって発表されていながら，実用化されるまでに

至っていないが，これは処理しなくても活蒲し易い品種

もかなり多いということのほか，承ギに限らず実際には

わざわざホルモン処理しても，それだけの効果が認めら

れなかったり，また場合によってはホルモン処理したた

めに，かえって活着成績力悪かつたという総果におちい
●

ることも少なくなかったからであろう。すなわちこの水

ルモン処理の効果があらわれるか否かの程度は，処理の

強さによることも勿論あるが，挿穂自体の阻害物質と関

係があるようで，秋田スギを用いて試験した結果ではホ

ルモン処理すると枯死する挿穂が多く（佐藤邦彦技官が

行った試験結果でも認められている)， あまり発振をよ

くすることができなかったが，後ほど述べるような方法

で阻害物質を除いてから処理したものでは，その効泉が

著しく増大していた（第1．2表)。

第1表処理と発摂率（％）…･例1

これと同腫ような例はハンノ.キ類，クリ，ヤマモモ，

ヤマナラシな乙かなり多くの挿木についても認められ

るのであるが，そこでこれらの枝の謬出液に溶かしたア

ルファ・ナブタリン酷酸ソーダ0.01％液で，それぞれ

青島トゲナシニセアカシヤを処理して挿木した結果，い

ずれも発根率が低く，発根量が少<ホルモンの効果が減

退していた（第3表)。

第3表謬出液に溶かしたホルモンと
樹穂別挿木に対するホルモンの効果
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一言型とごf処理 ’
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無 処 理

漫 水
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生 石 灰

硝 酸 銀／
温 湯

温湯十過マンガン．
酸 力 リ

10
塚本氏もホルモン処遅の効果がない樹木，すなわち処

15 ・ 30
理しても景剖良しないものは枝の中にタンニンが多く，護20 25

粉が少いといっているが，ともかく阻害物質が多いと患15 ． 50

われる樹種や品種権ど,挿穂腫吸収苓れたホルモンが題15 35

10 ｣ 55 、 害物質によって何らかの形で不溶燭上されるか，また更

に化学的ある心,ほ物理的に阻害作用力錨すため釜の効果“ ， 50
ガ蕊あられなかったり，無嘩よりもかえって悪1，､綣果

Ⅱ

備考1）
2）

3）
4）

穂は3年生枝（3月27日採集）
処理時間は阻害物質.ホルモンともﾕ2時間 に鐺ちいり易いのではないかと考えられる。 '

3）阻害物質を除く方法
1区当り20本を4月13日挿付けた。‘
調査は7ケ月目 スギの枝の中にある発根阻害物費は水にひたすだけで

第2表処理と発根状況・薬害･･･例2

〃
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毛備 穂作りの際に切り落した側枝を用いた。（3月27日採集）

処理時間は阻害物質億12時間，ホルモンは6時間。
1区当り100本蓮6月2日挿付けた。
根数，根出勤ま第1次摂だけについて測定した。
調査は5ケ月目。
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森下・大山：スギ挿木の新しい考え方

も除けるが，より効舞，に除いて発涙をよくしようと思

えば温湯につけるか，アルコ戸ル，生石灰，過マンガン

酸カリなどの溶液にひたさなくてはいけない。このうち

比較的効果が大きく，薬害が少いのほ温湯と過電ンガン

酸カリ，生蔵灰による方法で，温湯は30~85oCの溌に

6～8時間，過マンガン酸カリは1，000倍液，生石灰は

50~”0倍液に， それぞれ12～24時間，挿穂の切口

1～2寸つげる。なお過言ンガン酸カリは処理する設備

がいらないし，薬剤蟹が安いので実用性が多い。

3． 活着をよくする方法

活着成績をよくするには先づ発根に役立つ栄養物斑が

多い枝を，発根し易い条件崎期・土鯉・管理)下に挿

木する．ことが大切であるが，更にこれからは次に述べる

ように発根阻害物質を含まない挿穂を使うように考慮す

べきである。

1）挿認は年令の若い木からとる

木は年令が古いほど阻害物質が多くなり，これが老衰

の一原因ではないかとも考えられる。すなわち挿穂は栄

養物質さえ充分腱あれば阻害物質が少ない若い木からと

るほどよく， また同じ年令なら勢のよい萠芽枝がよい

が，しかし事業としては苗木からとることもできないの

で，このような挿穂がたくさんとれるよ5な採穂林毯作

るのがよい。その点秋田営林局管内で早くから実用化さ

れている刈穂台木の育成は慨れた挿木技術で，更にこれ

から遺伝的な面を考蹴して優れたク芦一ンを選べば申し

分がない。また挿穂の年令も極端にいえば緑伎のような

若い:ものほど阻害物質の蓄譲量が少いが,事業実行上は
スギでは外界条件に左右され易く，活着が悪くなる場合

が多い。

2）阻害物質を除いてホルモン処理する

栄養物質の蓄積状態が発根に適していても，阻害物質

があるために活着しにくいと考えられる挿穂では，前に

述べたように温湯力廻マンガン酸カリで阻害物質を除い

てから，アルファ・ナブタリン瀦酸ソーダ1万倍液（水

1升に1粒）に挿穂の，切口1～2寸を12～24時間つけ

て挿付けると活着がよくなる礫1．2表及び第3図)。

この場合い蓑のところ理由はわからないが，阻害物磁を

除いただけでは発根がよくならないようであるから，植

物ホルモンを必ず補給することを忘沁てはならない。ま

た熊糖とか，硝酸カリは補給してもあまり効果がなかっ
たb

3）衡植を含んでいない土壌に挿木する

富山采の石動町附近では，スギ伐採跡地を緋やして挿

木苗を養成しているところがあるが，その年は根頭猫腫

病の被害が甚だしく多く，翌年からほその被害が減少す

るそうである。調査の結果，これが事実ということにな

れば，新らしい腐植中には発根阻害物質がたくさん含ま

れていることからみて，腐植中の阻害物質力濁解した

認第2図阻害物質を除かない挿木の発根率と発根通
（秋田スギ）

ご
厚

第3図阻害物質を除いた挿木の発根率と発根量
（秋田スギ）

左の方は阻誓物質が残っているためか発根が悪い

b

《
Ｌ

り，また雨で流されたり，あるいは士蕊深くすき込まれ

たりして，年,含少なくなるために挿木の発根がし易くな

り，被害が少くなるのではないかとも考えられる。
4． む す び

最近の試験ﾛ暁で，スギの枝葉には挿木の発根を阻害

する物質があることと,挿木の活蒲琴よくするためにそ
の物質を除く方法がわかったので，とり敢えずそれを紹

介する意味で述べた。な鱈この物質が，挿木の根癖腫

病の原因であるとか，その被害がスギの臓直と，どの程

度関係があるかについては,予備試験の範餌内でもある

ので婚萱の域をでなかったが，今後それぞれの立場の人
から，これについての御批判を得て催つきりさせていき
たい。 （1953.6.26）

-－19－
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スエーデンにおける林木育種蓮
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わが国における精英樹の選定に関する諸問題
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繩に育穂事業が"ようやく測堺の注意をひく様になった現

在，同氏の箸によりスエ戸デンにおける斯界の鱈をう

かがい,これと対照しつつ,わが国の糖調鋤選定鐸の推

進にあたって鐺こるべき調蚕の問題を祷討してみたい。

燕の概眺判詮得らるれぱ等塞である。

本稲を蕊3－るに当ってB.LindqUist氏に砿意を表

し，同氏の箸を御貸しいただいた胤嘩営林局治水課鐸F

田熊氏に感謝の意を表したい。

菫要参考女献(主として品種の鰯に関するもの）

（1）熊本営林局；樹木霊に関する参毒盗料昭和

28年

(2) B.LindquistjGeneticsinSwediShForest･

ryPractice(1948)

（3）長尾正人ﾅ育種…昭和24年 ．

（4）三好学ぅ人生擢吻学大正7年

（5）宗正雄j育寵湾勇瀧義昭和23年

（6）…己j作物育種学沙齢昭和25年

（7）池野成一郎;鋤系統学昭和5年
（8）野同弥言非メンデル式育種法昭和24年

（9）戸田良吉i林木育種昭和28年

（10）佐藻敬二；林木育種(_I二下巻）昭和26年

(11) F_Balmr;TheoryandPracticeofSilvi-
dn1turel9B4

（12）正木八十八；日本の鐙と木蝋昭和13年

（13）田中蕊麿;動物の遺伝と育種昭和25年

（叫佐蕊敬二；本邦杉挿木沿革の大要研修99号

昭諏5年

（15）佐藤弥太郎監修；スギの研究昭和25年

1． 林業品菰の定義につて

A.わが国農業界に蕊ける育種概念

林業品種の定義については色為議論されているが「霞

だ定義は決っていない」（中村氏）とされている。然し

わが国に挙いて品種の漉念は農作物につ､､ては判然とし
ているの潅調拳品種といえども何等特殊の概念をでっち

あげる必要はないと思う。欧洲においてはわが国の品種

に相当する語はなく，本来race, Rasseの語は実生系

のもの詮対象としたものであり (Webbex-長尾御）

sbain, Sippeの語をあててい扇学者もある力潅述の如

はしがき

わが国において林木の育種事業の推進は当面の大きな

問題と思われるが，熊本営林局では本年2月（昭識28

銅差し当り管内全九州の各営林署長に対し，その部内

の官民の全山称を対象として糖英樹の選定及びその樹よ

り種子叉は挿穂による苗木の養成方を通膝した(l)。

わが国としてこの種の企画はおそらく，はじめてのこ

とであろうし，色為の問題鐙はらんでいることと思う

が，とにかく，こｵ1が一応の成果は期待されてよいと思

う。熊本染下の雲漉杉や栃木蝶下の福田孫太氏の杉の新

品種が簸界の注目をひいたの芯単にその生長がすぐ雛,て

い悪という点よりも多年の貴い実験により，その栄養系

の遺伝性力確かめられた点にあるのであって，多年を要

まる林業関係の育種で催実験の年月程貴重なものはな

い。百の議論より一つの実行の必要なることは林木育種

事業に諺いて特にあてはまる､いかに畷､,た生長成績を

示したものがあったとじてもその遺伝性についての実験

がなければ，実用的に何の価値もない。この意味におい

て熊本鐸*局の企画は，組織的育種事業に一歩を印した

ものと思う。永年7月現在で管内九州各署よりの報告に
よると－癌の精英樹候補塗して予選されたものが杉で

58本その他の職種･をユ本， そしてこｵI等の各共よりす

でに多数の苗木を麹戊中である。

右の内腫は相当の…くも含まれ種いる見込であり.，

これ等の苗木による識徹成績こそ今後の楽しみとして期
待される。

× ×

ところでスエーデンでは林木育種事業についていち早

く手がつけら菰，計画的組織的に国内の林木について一

応の遺置掌的研究を遂げ，その成果に基き糖英樹の選

定"採種林の設定に着手し，遺伝学的考慮の下に地方別

に採種地区を設ける等着,そ必要な施策を夷行している。

先礎糊したストックホルムの王立澗蕊大学鑓受の
BertillLindquist氏はスエーデンにおける林木謡事

業の立て役者として巍界に貢げんしつつある人であるが

同氏の箸Genetics.inSwedishForestryPractice(英

語版1948)スエーデン搾灘ﾆおける迩毒学侭同国におけ

る剃沐育種頚業の全貌を紹介している。わが国における
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スェーデンにおける林木育種とわが国に塞げる精英樹種の選定に関する諸問題日下部

増殖し得ることが必要である。（長尾)。

以上の3つの要件によってわが国のい＃つゆる品種を定

義することが閥来る。栄養系も種子繁殖iこよるraceも

ただそれ丈を品種と侭ならない。栽培の対象となって初
めて品種となる。そしてその特性を認識されて認容の対
象となっていてさえすれば，厳密仁それ力麺債的に固定

される必要がなく，その遺伝質力裟一純粋潅ある必要も

更腱ない。三好氏の説の如く「単なる変形でもさしつが
えなく至って復痢な語であるがら今日あまねく用いられ

ている｣｡②それで一代緬重として一般に識培されている

西瓜やトマト，とうもろこしの綴な場合でも一品種と見

倣してさ1-4つかえ稚い｡寺尾氏は舗種を捷議じて鴫定の
遺伝型として永続性詮有する栽織ｵ料･竃あるとして一代

雑種を品種から癖､ているが，一f瀞驚種法に挙り特遷の
型の掴伽勤曽殖されてしかもその方法茜漕逓化されてい

る現在,これ礎鰯重と見徹してもさしつかえないと思う。

B. @4澗業品種，，について

以上は農業界に鱸ける品種の鯛念であるが，わが国の

称学者間では権蕊品種漣ついて意見の相違が見受けられ

る。佐藤氏の赫籠品種lこ関する定義を見ると,”瞬業

上の品種とは一御璽中娠鎚いて一定のう額を有し，その

形質が遺伝的因子渡関係すち蕊合その形質を諦る樹木
の一群を総称した応用分類学的単位である」と，この定

義で問題となるのはまず「一樹種」という意凍である。

育林の対象として取扱ｵつるる樹種という意味ならば問題
はないが，自然界の樹種，一分類学上の樹種とい5意味

ならば,少なくとも農業界の品種と異なる｡次ぎに応用

分類学的単位というのは，実用的便宜上の分類単位とい

5意味に解すれば，この定蕊でさしつかえない。戸田氏

は仰佐藤氏の応用分類学的単位という点k二異論詮田して

おられるが単位とげつたところですべてのものをその単
位で分類される必要はなく，ある種類の内からある特殊
の集団詮坂り倒して，それ以外のものと区別して特定｡

単位としてこれと外これに非らざるものとに二分するの

はさしつかえなく，実際上多くの品寵ほかかる部類のも

のであるb自然分類の場合でも変種，純系等を区別する

場合一定の標準で分類するのではなく特殊のもの丈を収

出して命名されているにすぎない。

次ぎに戸田氏の近著林木育種によると③品種の定義と

して「ある作物(樹種)の中に何等かの原因に主って互刈、

に遺伝的に罰離され，かつ遺蹟的溝成に違いがみとめら

れる集団が二つ以上あるとき，そのおのおのを品種とよ
ぶ」とあるが，この表現は彼自身の説明をよほど開かさ

職ま）なけ#しば理解し難く，特1こ同著の中に天然に存

在する舗種.｢天然品種」をみとめ，栽培と関係なく，天
然自然に品種が存在するかの犠な説明があるが，日本の

<品霞という慨念と一致しない。むしろアメリカで用う

るcultivativevariety (栽瑠麹動の方がわが国の品

種の語に近い。わが国でいう品種は沿革的にも内容的に

見ても独特の意味をもつもので単なる外国語の訳語では

ないことをまず認識されねばならない。

一般に農園塞界の著書について見ると品種どいう語は

あまり検討されていない。これは農業の定蕊，作物の定

蕊の如く概念としては判然としたものであるがこれを厳

密に定義することは元持便宜上の概念で分類学的の術語

でないからその内容は複総さあるが常識的のものであり

大した実益もないからと思う。宗正雄氏の育種学講義の

如きも品種の語を至る所に使用ILﾉつつその定義にふれて

いない。田中義麿氏の勧物育種の著鯉>もまた同じ･であ

る。三好学氏によると紛品種は一般培養ｷ鋤中の霞叉は

変種の座りもの」で単なる変形(fOrm)に過ぎぬも

のがあり変種又は種にさえ相当するものもあって,_必ず

しも遺伝的に固定している必要も態いといってい遥的・

田中(蕊)氏も(ﾕ3）「品種は生きもの」としてある程度遺

伝質の窪化をみとめて必ずしもその固定を条件と･してい

ない穣である。赤松氏の近署‘『作物育種学汎論”にkる

と作物燕培上の便宜に従って種盈の特長に応じて作物内

に小単位を定める場合，その小単位を品種というので例

えば作物を工芸作物，食糧作物等に分類したり，極端に

いえばいろは順iこ分類するのと同じ性質の応用分類色あ

る。ただ品種の場合その分類標準が自然分類の標準と相

似た点すなわち遺伝性を問題にする点が同じ･唇あるから

混同され易いのみである。それで作物の穂類が植物分猿
単上の種名′蕊名と必ずしも一致しない様に作物内の

小単位だある晶種もまた植物錺屡津上の亜種Subspecies
変種variety,小変種（ヨルダン種)，純系，茎林種(り

などと必談じも一致しない⑥。

品種は.(i)栽培の対象となっている作物の観念的集
団についての名称であり野口氏の語を借りると職培上

から見た作物分類の単位壱あ･る｣｡⑥多くの作物関係の箸

にはこの条件は明記されていないが，これ朧作物自体が

栽培の対象となっており，そあ作物についていわれるの
で明記の要がな､＼からである。もし深山にいかに変った

変異種があったところで分類学上の変異種であるかも知

れぬが，これを品種と見なすことは出来ない。一定の目

的の下に栽埴の対象になって初めて品種としての要件を

臭うることとなる。更に品種は(ii)他の集団を明らか

に区別し得る礁性を有していることが必要である。しか

しこの特性は形態的のみならず，生理的でも差支なく，

耐病性，耐寒性の有無とか，萠芽力の強弱の如き，叉春
撚小麦の如き聖早生,晩手の如きいかなる特性でも差支
ない。最後に（麺）品種はその特性が薔通の手段で維持
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スエーデンに鮨ける林木育寵とｵっが国における精英樹種の還壱に関する諸問題日下部

遺伝されるものをraceと称しP raCeより出たもので
形態的特長は同様であるがその生理的性質の異なるもの

をs位包inという‘), これは本来の意味で場合によって

ltrruwirth氏の如くraceに相当するものをKI'1tnre

Varietgt, strainに相当するものをSorte(Rasse)と

しているものもある。この場合は,わが国の品種j逗近い
と恩5が，ラ球捧系の品種を問題にしていない。しか

もrace,Sframの語は自然分癖統における細分の単位

となっているのであって，日本における穣な栽壌との便

宜のため分けられた単位でないことに注意すべき定あ

る。更にLind’uist氏の前限張罰こよると$Gracialim-
provement'' (p.9)の一語を見出すのみ零raceの語

さえほとんど使わず， hereditaryvariationの語を常

用して溝り"type''の語もしばしI饅使用されている。

Baker(u) I*hereditaryvariationに相当する語とL

てStxainの語左あてている。そして彼等の説明内容か

ら見ると日本の品種における犠爬栽培上の便宜による実

用的分類でなく自然認の樹木を対象とした分類学的識売

に属す-る細分の単位として取扱っている。

しかるに近年前記の様な林木の種々の纈生の遺伝が

Zederbauer氏以来Dalglerその他によって実証せら
れたため斯界の注意をひき，叉日本でも秋田杉その他の

窮地的特性力誼伝性を有することを立証されたため，日

本の一部林轄は日本の品癖慧念をその茨堂これ等の遥

侭的鐸種に適用したのでばないかと推察される。かく

して「ﾎi薬品画を一殻の作物品種の概念から切り離さ

職督嚇蕊懸圭鰯雲蹴鱒静
しかし林業の発展は，瀞吉侃種の領域が刻‘々拡大され

て，「天然品種」を駆逐するであろうし，元盈便宜から

出発した観念であるから，たとえその出発点に紫いて誤

ったとはいえこの特異の篭義力蕩っ力坊榛界で通念化され

るならば，敢えてこれを訂正する必要もないであろう。

結論は結論として筋道丈は明らかにする必要があると思

って，拙い論考を加えたの壷ある大方の御批判を仰ぎた

い。 （本節調

一部林学者の濠に後述のhereditaryvariation③をそ

のまま品種と考えられているのではあるまいか。そうす

ると上記訂鯛の通り少くとも鍵業界に諸ける品種概念と

異なる。また同氏の定蕊の冒頭に「ある作物（樹種）の

中に云為」とあるが，これは作物一林業上･句ま樹種とい

う意味であろうが，作物はいうまでもなく栽培の対象と

なっている植物であり，樹種というのは佐藤氏の場合に

述べた如く必ずしも育林の対象となっているに限らな

い。これは雑草が作物にスらないと同議に樹種である以

上，すべて力鏑直一封ﾎの対象とならないことは明らか

である。佐熊氏の定義と同穣に作物=称業関係では樹種

と考えたところに林業関係の品種の観念左混乱せしめた

原因の-ぶつがあると思う。林業品種の観念もあくまで栽

植（一麓に育林）の対象となっている樹種の実用上の分
類学位である。

元来我国の品種という観念は遺伝学のない昔からあっ

たもので特にこれは接木挿木の日本得意の技術と関連し

ている。古来接木によって増殖された「は鐘jに諸ける

伊吉鑓，松山漬その他の種類は藩政時代より良品として
賞用された点より見て明らかに品種の概念を形作られて
いたと見るべく四,また古くよ・り挿木によって増殖され
た九州の杉について見ても産地毎に種持の名称があり，

その内には品種の観念も含まｵ1,ていたことは想像に難く

ない“・宝永の頃暖国産品種逹寒国にうつすことの不
可なるをみとめたものもあった“,一般にわが国の園芸

方面に毒ける挿木,接木の普遍化がわが国の独特の品種
観念の形成に大きく影郷したことは明らかであって，従

来これ等の技術の普遍化されていない欧洲におけるrace

の観念と異なる所以も容易に推察される。

C.欧洲におげるいわゆる品種概念

次節に述べる嫌に欧洲においては林木の種燕の特性例
えば，樹冠，樹皮，樹幹の形態，産地，気候の相違によ
る適応性やtypeの栩違ガ誼伝的であることは古くより

研究されていたが”わが雷に鐙ける穣な罷種観念では

なか､つた。 raceというのは「Webber氏によれば形態
上の特徴により､区別され，種子により明瞭にその性質が

＝

'戸
L、

へ

へ

今

（14頁よりつづく） 5）武藤和也,梅木登茂二交走式架空索道について

引用文献 林業機械化憎報第.25号（昭和28年5月）及び

1）日本林業盗料刊行会日本林業年鑑昭和25年 飯塚護二ほか2名中俣索這腫ついて，同_E第22号
575頁林産技術林業機械の現状 （前出）

2）林業機”上情報の各営林局特集号（第9,ﾕ2’15, 6）林次良千頭経営区の天地索道につﾙ､て東京林

19，22，24各号） ． 友第5巻第2号（昭和27年7月）
3）青木邦弘ウイツセン集材機基礎調査報告,林業 7）渡辺嚴雄トラック遮材の実績と合理化対策につ
磯城化情報第13号（昭和26年10月） いて林業鐵眺情報第22号(昭和27年12月)92頁

4）米田幸武林業機械概観.(その1）林業磯械化情 8）安藤三男エヤプレーキの性能検討について林
報第23号（昭和28年1月） 業磯械ｲ鮪曽報第22号（昭和27年12月）

－22－
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はしがき？ A播重期と発芽日数
マツ属の育種研究の基礎として，種類の確保と，生長 （1）秋期播種区（1951. 11月）

経過を調査するため，一昨年来，主として欧米産のマツ 前詔SantaAna植物園より種子を受理したもので，

類の種子詮蒐集これが育成に関する研究を継続しつつ 第1表がその内容で，いずれも冬期最低4｡～5.Cを保

あり，今回発芽と成育について，その初期の一部をまと ち得る温室に播種，その後の管理左行った。

めることが，旧来たの 以上蒔きつけた種類

蔓憲震篭外国産マツ属の育成経過：職駕襄
！ （マツ属中種子最大で

食用)P.Sabiniana及

びP:coulteriについ

ては,播種前に秘理的

な処理（ヤスリを用い ‘
種子の基部を磨滅し，

栄養組織の少し見える

所でとどめる）を行い

一せいに素焼の背のひ

くい蒔鉢を用意して播

種，各鳧種子直径の倍

逢，すなわち径3mm

の種子には，3mmの

授土詮行う。

扇士は一標に1eaf-

mouldと砂を等量に

混合し，乾燥にすぎな

いよう周到に管理す

る。詳細は第1表の通

,りで，発芽日数は平均

実験は計画的に材料を

整えたものでなく，占

領下海外よりし殉ざも不

定期iこ入手したもので

おるため,系統立って

いない上仁，不備の点

の多崎､ことをお断りし

なければならない。

本舗をまとめるに際

して平素御指導下さる

沼田教授，上田教授，

種子の蒐集に特にお力

添え頂いた岡崎教授に

感謝申上溺吹第であ

る。

本尭溌の藩手は1951

年ﾕ1月Cal迂orniaの

RanchoSantaAna

植物園より，マツ属の

種子8種を手に入れる

記

匡

Ｉ
Ｉ

己
プ
ロ
ｊ
己

も

caribaeaの発芽

伊佐義則
､公夛Q-1電…－ず…一抄…－辛いザーソv一J

（288．13受這り
ことが出来たのに婚つ 53日になるが， 早如、

ている。今ここに多くあつかふった錘買を種子を，受狸し 濯額は(P.radiata)24日"E，遅いP.cOulteri との

た順序によって 日数差は79日間，常識勺に種皮の薄いものの方が掌発
1．秋期撫重区……．･11月 芽日数の早い傾向がある。なお当時の平均気息は11.月

2．着鞠播種区･……．､3月～5月 -12.6.,12月-8.2.,1月-5.0.,2月-4.0°であ
3．夏斯播種区･…･…6月～8月 つた°

に区分した。 、 少
（2）春期播種区（1952. 3月～5月）第1表

《
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芽
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麺
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耐
鮒
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陥

一
類
垂の

勺
Ｕ
《

勺
ｑｒａＳ

－
種
恥

〃亜rreyana 1O-9.31 " 127/ml491拠堅 Ho11and｡等から入手したものが用いられた。Holland｡等から入手したものが用いられた。

（1）の場合と同じくも種皮の厚いDigg"pine(P.
Sabiniana),北部メキシコのP.Ayacahuite，マツ隠艮

大の毬果をもつSugarpine(P. lambertiana)の種子

侭鋤理的な処理を行い，同一の播種法によって，温室内

に識塾した。但し温室は3月終りまで，最低5°に加温
を行った。すなわち第2表の通り．ごある。

:謡:蟹'遣順!｜：1,/江521"31“
理処的

鎚
弘
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令
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詠
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″ ｜|黙|＃;簔匡

〃muricata.

〃attennata

"renlorata

""emorat｡|｣o－"51"
17/皿|2'

一

一

錐者．京都大学艇学部演習林 これによると’謂潮播顧区の股も早''､のほ’5月下旬

－－23－
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第2表 ForesteratArnoldArboretum) より入ったものが多

く，欧洲ではB6Ikop~Denmark,Wageningen～1L1P

land;VilmOrineへ鋸rance産が一部加わっている。

前区同様,地中海沿岸剣舞のStonepine(P・pinea)

北米睡梛のP. cembroidesの外，第3表の如く,P.

mcnWhylla,P. 1ambertianaについては，〃煙的蝿里

を行った。播種法は同一であったが，管理ば砺子室内で

外部に蔑礎かけを行い‘時燕室内は撒水して,外罰晶よ
り日中戯平均1へ2．低目に保った。

第3表

種 霞|播種期|発芽目|発芽日封備考
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》
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》
》
》
》
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Mormn,
minois

に擢燕のP.mu即の如くユユ日間というのがあり, 3
月瀞重ではP. 2rigfainの19日間,最も遅珈会ろものは

P.Szlbini""の63日間となっているが，これを平均

すると25日間となる。なお，当時の平均灘温は3月－

8．3．， 4，月-15.1P, 5月-20.0．であった。

（3）夏期播種厚(19526月－8月）
本区も材料は主として，北米ATnOldArboret'1m

(Arberte.Jdmson･…IEverduniv'of IReseal℃h

｡

、

四0~

以上の如く，発芽の最も早い種類(P. eXcelsaP.
eChinataP.nuricataP.caribaea) It8日間，最芯遅

れるものに唯一つ38日間という，バルカン半島に多い

。紫のP.1eucodemWsがある，しかしこれ泰平均日数

にすると15日である。

種子の採集貯蔵条件等が不明であり，かつ同一でな
いので参正確羅記録には遠いが，これによって播種時期

による，種猿と発芽日数の大要を知ることが出来る。な

お平均発芽日数は次の通りである。

秋潮播種.…53日（低温室管理）

熱溺重.…25日 ．

夏期播種･…15日

B発芽毒と成長

北米の3歩所から入手した各糠填について，それぞれ

L

P.pineaエ年3ケ月苗
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伊佐：外国産マツ属の育成経過

第4表
一一アーー 画

｢幸響慧|枯損率l備考
1
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一一由 ■寺 － 一一.一一

|庵婁
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P.a壮enuata

P.remor計溌
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よき品種を得ているという。

なおP.Sabinimla"P.coulteri,P.Torryanaは

無処理では長期間釜芽せず，ついには腐敗するのが大部
分種ある。この区の平均発芽率は32.2％である。

（2）3月濟雷区

この調査は甥52．3．18穏纐のもので， ブレザー琶
ルの国立林木育種靭穆誠から種子を得淀ものであって，

第5表がその内容である。

第5表

発芽率を求めることが出来たので，以下数字を掲げるこ

とにする。

(1) 11月溌種区

これはAの哀の，秋期播種区より暇出したものであっ

て，その中より発芽率と，その後の成長を調査したもの

で，第4表として鐸縦する。

これによると,P.Tbrreyanaの処謹種子釣鐘も発芽

率がよく,P・remOrataが2位を示している。このP.

remOrgtaは成鍵率もよく，将来育種的な分野Iこ坂スオし

らるべき種類逵思つれる。但しのちに記す通り，非常に

苗畑における枯損率が高く現われてくる蝉因弱査中)。
p. radiataP:mUricataは無鍵で中位の発芽率を示

し，これまた稚樹の契濤はまことに良好である。

ちなみ即こアメリカ(P1aCervil1e,Calif.)の国立斜難

育露泌究所置は，癖龍性と旺識な成長力をもつこのP.
radiata芝用い，P.at"m]ata(耐寒性強し）との間に
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これに聖るとP.virginianaが75.6%,P.Balfouri･

anaが73.5%の良1，､威綴を示しているが，平均発芽率

としては”､4ﾂｩである。

（3） 6月癖璽区

本調査はATnoldArboretum窪の穂子で”52.6．2

に播種したものから得たものであって第6表の如くであ
る。

以上の‘ように播種獄100維左こえるものの中でjP.
Griffithii(ネパール,ヒマラヤ地方原産)P,pungens

（北外鎮部原産)P.douglXSianaP.radiata鞠§好成
績奮，50％以上を示しており，平均率は40％となって

I

I

P. attenuata爽生8ケ月苗
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伊佐＃外国産マツ属の育成経過
P－

第6表 子(1)ほその後露日より5ケ月をへて1952．4月14

日一せいに膳を行い，直遥にmultingを行って, 8
月までに2回施肥,礎夏も特別の管理を行わず9月にそ

の概員率と，伸長成長について読壹したのであるが，そ
＝

の繕果は第4表の如くで，識査の基錘が不足であり，

かつ不均一であるがP・gtten''nfaが14本中n本ま

で，成長のよいP. remorata"125本中75本まで枯
死Lている。 、

これに比して,84本中4本枯損のP. zadiata52*
中2本枯損のP.]nnric"2は120日間の伸長成長率句

値(25cm～26cm)､を合わせ見て，幼苗時代は特に成
長の早い，注目すべき極の種類であるといえる。

今ここに満一年目すなわち1952年11月及び，廻52

年7月現在の総長成長平均値を記すと，
1．P．rgaiata 45cm→75.2cm

2．P・muricata 29.5→63.8

3. P.remorata 2750-ｼ48.6

4. P.Sabiniana 12.0→12.7

5. P.Tbrreyana 15.0→16.6

の如くで，特に1及び2の戊長は目立っている。

種 類 ’ ｜発芽率|備考準揮“
Pinus､~| ､3～4.2 5 38.4処理
；息f舞鰡藍e l 7~3.2 2 28.5処理
"albicaulis ･ '94～6.05 32 34.O処理

〃唾mbertiana 95～84.0 6 6.3処理

〃鎚随n;gna 7,～8.1 5 71.4処理
"Griffithii l58～5.6 110 69.6処理
"1eucodermis 73～2．5 10 13．7

"pungenS 159～2．51 115 72.3

"douglasiana l83～3.0 110 60．1

"miC11oaczma 38～2.0 13 34.2

"resinosa 1373～11．3 336 24.5

"sylvesbsis l360～6.5 231 17.5

"ra髄到垣 4308～179．5 2171 50.4

庭
、3

'F

いる。

以上各区ごとに同一露霞謹得られなかったために，系

統立った試験は望めなかったが，これによって，鬚茅に

関する皇一端を知ることが出来る。 SFunfaATT2からの種
一一一

（29頁よりつづく）

16．スエーデン中郡における造林の実際的若

干の問題についてEinigeaktulleFragen

desWaldbaUesinMitteisChweden.Forsか

wiggenscImft,Centrai圃．69-9．m7～露8．

（1950）

，8世紀の半lfb,ら中部ｽｴｰヂﾝの貴族達は鋤鞍
子孫に伝える努力をしたが,現在ではこれらの地方はス

エーデンでも最高の材穣収穫を示し,森林育成にも比較

的高い水準を有している。しかしこのスエーデン中部に

鐺いても，今日な飴更新と造林との問題’針葉樹混交林

の取扱方,,形質生長などを促進する作業種に難問題力轌
されている。そしてこの論文では’種子採取に関して母

樹の品種の選定の方法を論じここに氏の持論'林木育種

が登場して来る。ついで1聯からドイツトウヒとドイ

ツアカマツとの混交林遼地煙的に記し，そして寒冷地，

癖騨也這は，その地方特有のドイツトウヒによらなけれ

ばならぬと説L,ている。その他カバ属，ナラ鴎ガラマ

ツ属，ド戸ノキ類に関してもその頃･“ド記している。

更に進んで苗木選択には遺伝的形質を尊重し，最後に間

伐産溝掃について論述している。

攻．カンパ信淋木の改頁mheImprovemexit

③fbir函．Q哩art. Jour並．野ore"．(1951-
Jul.)(1951)

カンパ属の改良はスエr－デンにおける柿悔罰戊に対す

る主な仕事である。そしてこの問題は，近代農業におけ

る育種の程度にま:で行くべき確信を鋼歴している。

｡炉

砥～

Ｊ
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助を受け，春の開芽期を選んで調査を行った。

第2章ブナ林青地の環境要素と植生分布に対する影

響；因子として，趣，硝化作用‘酸度が主として扱わ

れ， それぞ髄植生問題や土羅問題に関連鞍持たぜてい

る。

第3章スエ言デンにおけるブナ林の樹木成長に対す

る指標としての澗味植生。

第4章スカンディナビアにおけるブナ称I上限の気候

の影響:春の低温力轄実に及ぼす影響を最も重要し，気

候中でこの影響ずる低温を用いて北限に論及している。

第5章ブナ称と氷河とに対する気窪化の関係；氷

河期のはっきりとしている北欧なれぱこその研究で，花

粉分析と関連せしめ，温度的に考察を進めている。

第6章スカンディナビアにおけるブナ株と耕作との

問題。

完備された資料もよく整理され，刷究上の縦演の連絡

もよくとれており，わが菌現在の麺I濯度では,一人の

労作としては一寸望あそうもない研究である。

・2． ．滝"Zm"α“mJsVILL.と近緑種の分類

的所見Ta狂OnomiCalremarkson1JtmczJs

塑吻”zzsVILL.andsomerel誠edSpecies.

BotaniSkaNotiser(1932)313～372.(1932)

北欧産1属1種とその遥隷種との分髪錐理的研究･

3. M6"nsmintにおけるブナ林の生態学

的研究BiologischeUhtersuChungenin
BuchenwaldaafM5ensKIint. Mem.

ACadlROyaSci"Lett･Denmark, Sect.
Sci.9Ser.t、Ⅶ．n.4．1～59(1938)

ブナ林植生と土壌の関係を論じたもので， 1929年か

ら1936年にわたる群落解折と土鰯斬面詮誕述してい

る。59頁，30図，〕9図版（写真)．土壌では堆積腐植
の満濃をF(Xna:RoMmmgならびにMullに分け，さ

らにF6ma,LoseFtXna,FilzigeF6rnaに分けた。そ

してSkgnrlinzwiaの森林ではミミズがf鏑寓植の生成

に大きな織劉を演じていることを述べた｡、
P

4．ダルビー・ズーデルスコィDalbySij"

‘錘S】“g. (1938) '
スエーデンの南部にありL1'ndから10kmばかり離

れているDalbyS6derskogの森林で，種職は36ha,

19遍年に天然記念物として指定された地区の研究であ

る。”3貢多数の写真酋韓入してあり，准丈の抄録が

ついた火ツキリとした単行本である。歴史,地質，謂鮴

植生(EiChe,Buche,U1me,Esche,Haselの識置に

ついて)，腐植，フロラ，草園直生が記されている。

5．最遜の生長素研究上より見たドイツトウヒ

の菌根DieFichtenmykorrhizaimLichte

－一てー＝一

リンドクィスト教授の

｜(PrOfLINDQUIST)研究業績

舘脇 操
＝

（28．9．24受運）

昭和27年の夏から秋にかけて北海道より関西にわた

り,わが国の森林に親しみ,文化的交流にも大IJ､に貢献
して行肉つたリン《ドクイスト教授の雛惇関しては，従来

わが国ではあ葦り知られていなかった。リンドクイスト

教授は現在デンマークの対岸，スエーデンの南岸なるゴ

ーセンプルグー名ギョーソポーイ (Goth"burg)の植

物園長である。数ケ月前にリンドクイスト教授から懇切

な手紙と共に，その研究報告と著雷力鋳姪られたので，

それを年代順に紹介し，特に林業的に興味ある若干につ

いては内容も少しく省述したいと思う。もちろんこれは

リンドクィスト教授の全業績ではなく，主な17薦・電あ

り，その少数を除いては森株植物学的研究である。リン

ドクイス1､教授が林学者壷あるか，植物学者であるかの

限定はむずかしい問題であるが，確固たる植物学的信念

と観察堂基底に置いたことだけは動かしがたい事実であ

る。

1．スカンディナビアのブナ林の生態。Den

SkandinaViSka BokSkogens Biologi.

（19銀）

本論丈は350頁に誕頁の…を伴っている。この

研究は1927年から1930年にわたって行おれたもので，

リンドクィスト錘青年時代の繧作である。靭究に対

する企劃，方法，識談に鍔改な感覚が5か力蕩つれ，全章

いかにも活気に澗ちた論文で’蓑た科学に対するスエー

デンの国柄を知るのにも絶妙な箸である。

第1章分布図の作成：航空図を基本として見事な分

布図が作成され筵いる。作成に際し，スエーデンのプチ

分布に関する偵察法，作図法，統空時期などが詳細に説

明されている。航空距離2900km,作図面授3650km2,

3年間にわたりRQyalSwedishAirForceの充分な援

一
啼
型

筆者・北海道大学教擬・理博・漫博
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舘脇：リンドクイスト鞠受<Prof.Lindquist)の研与…

der modernenWuchsstmfOrsChun9.
Start.Bot.Nai;. (1939).315～356.(1939)

本論文に記述した尭駿より菌浪の形成が必ずしもドイ

､ツトウヒの鐘畏促進に不可次ではなく，ドイツトウヒの

砂誹培液車に菌根菌の菌糸が存在す毒だけか，あるいは

同菌の培養漁液を加えるだけで，トドマツの生長挺進の

見られること力朔らかとされた。従つ七ある菌梗菌とド

イツトウヒの間に高度の共生関係があるからといって，

直ちに錘考えられたように，このドイツトウヒには菌

根力形成されており，ドイツトウヒはこの菌根中の菌糸

を分解吸収することにより良好な発育詮遂げるものであ

ると総論するのは早計である。また菌根菌には空中窒素

を固定する能力があり，これに基く壊斐液中の塞職の

増加が，ドイツトウヒの生長促進の原因であると溌輪を

~ドすべき根拠も本実験の綣果より得られ厳い°しからぱ

識鍾がドイツトウヒの生長を促進するのはいかなる遅
由によるものかというに，近年長足の進歩をとげた生長

素の研究に徴して考えるに，菌根菌がその生長中に何ら

かの生長素を分泌し，これがドイツトウヒの生長を促進

する場合が考えられる。;抑f究はかかる可薩継の大なる

を示すものではあるが， まだその確証を握るには至ら

ず扉今後この方面よりの一層の追及を必要とずる点を強

調し龍ものである。この論弐は観察点力排常に面白く，

留意すべきものがある。

6．サクラソウ属の-新種勘か巫馳、鋤Z沸

&ec施筋nov.hybr・おot.Not．(1939),701~
710.（19銅）

トリフPロイドのサクラソウ属の新雑種についての研
究。

7．スコットランドにおける """z"zsa奴‐

JzEIsVILL. var・澱"誌勘αI"(PwGsL.)

LINDQ．と.jinacwsα坊加“における変種

の分化。 釣"Z""JS α恥27msVILY4｡ var.
"n】溶施α"麓便UGSXm.) X｣INDQ. inScot-
Iandandtheracedifferentiationinthe
Species錠α坊fmJsVILL・Act. PIRyto-

geogr.Snec.13.122~理7.(1940)
J測加峰α妙舛娠の変霞と氷河期の関係を述べている。

8．森林落葉の分解に対するカタツムﾘ類の

意義に関する実験的研究Experimentalle

UntersuChnmgen iiber dieBedeutung
einigerLandmon駆鐵mnfardieZerget-

1mgderWaIdstreU・亜ungLFysiogr.

S"skapetsXL1mdF6rhandnlgarll-

16．1～13．q9虹)，

一般的な森林にいるガタツムリ蕊を6大別した｡i)菌

類を好む雑食擬ii)菌類および落葉を好む雑食類；
麺）緑色植物を好むが，その他に菌類および落葉も好ん

で食財､尽くす雑食鏡iv)緑色植物と落葉は食1，､尽くす

が菌類はほとんど食しない雑食幾v)緑色植物蓬好む

雑食類;森林落葉を好む雑食蕊

従ってこの分類から最後の6つヵ畷も関係があり，種

類としてα力“α加"e"sis,E"Jo"f""""",Mり'2‘zcﾙa

f〃α"･"""(潮をあげた。上記せる軟体動物の全体の
作用がミミズのそれに比すべきほどのものであるかどう

かは問題であるが，ある地方の森林で秋の間になした単

位面積上の落葉に関する実験からは〃カタツムリの意義

は生物学的鐺よび土壌学的調査のうちで無掘ずべきでな

いことを知った。また菌類食に特磁化したカタツムリも

また軽擬すべぎでなく，非常に大きな菌体の消菱に対し

･てはぶ･土地改良的に価値を増大する。

9． スカンディナビアの亜高山誇森林中に忘

却されていたカンパ属の-種。壁食z趣aZ-

んsIzNOTO,Aneglectedspedes inmle
ScandixRavjansUbaImne"rest.SvenSk
BO""fgk誕湿gkrfft39Z.基61～86.(1945)

アイスランド，スエーデン，ノルウェー，フィンラン

ド，ソ連の亜高山一亜種地籍に再確認された種類を分鐙

地理学的に証明した論文である。論文の後にB膠f認Z〃

cα"0”と関係あ:愚種類力論じられ，最後にカンパ属の

節の分類を略記している。
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10．カバ属の樹皮型に関する研究

iiberdnStammrindentyPenderGat麺通g
ー
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舘膳：リンドクイスト巍受(Prof.Lindquist)の研究謡漬
－

壁趣取亟・ActaHort・BergP14－4．91~

132．（19“）

この労パの樹皮型の研究は，スカンデイチピアのカパ

林，スエーデンの掴吻園に生育する$蟻の蝿と，ペル

ギ声擢肋園に環存する黄料に錘､た。徳来カバ類の樹皮

は純粋な澗鰻学的見地からみると，まだ完分に研溌され

ていなかったが，これら多種多繍生を究め，大体の概括

的な離論を得んとしたものである。これと共に，この研

究lこよりカパ類樹皮の将来に対し，よりよい分穎が基礎

ずけることを意図している。そして同一の種譲のもので

も樹皮型の多種勢用性を詩征している。ただし一方にお

いてウダイカンバは，この種瀕を樹皮だけにより他繭と

区別のできる程，』哩的な樹皮を溝していることも判っ

た。他方オウシュウシラカンパ（恥”α”河邨に0”

の鐵皮型は平籟なものから極端ないわゆるオニハダ
(Steinborke)にいたるまで，同一種でも非常に変化の

ある好例をあげることもできる。

血．オウシュウシラカンパの変異とシラカン

バ系OnfhevariationinScandinavian
afzzZaUe】･WaCOS“EHR豆． with some
notesonthe'afZmSeries碇γ】T“osae

SUKAK)z・SVenSk・Bot｡Tridigk、41－孔．

“～80．（鵡勿）

シラヵンバ腫識戚勇係を有する変化に富むオウシユウ

シヲカンパの変異を詳細に論じ，批界におけるカバ属
(B@"fz)中のシラカンパ系(S杉流es)の変化の解析で

あり，分類学的な，また植勅地理学的な寄与である。こ

れは我燕腫とっても與鯛課いものであり，ことにシラカ

ンバの分類位置に関して必読の論交である。

12．アイスランドの第三紀中新世から出たカ

ンパ属の2種 TwOsPeciesof盈加恥

fromtheXcelandMiocene. Sv･Bot・

Tidsk"41-3.339～353．(194r) ､

擢吻学輸な蓑た権営狗な立場から見て，非常に興朱ある

研擁である。

この論女の内容どしては次の5項から睡っている。

1） ドイツ1､ウヒのｿ蕊学問錘化：習悩型,按条の型

針葉の型，毬果と鱗片の型1年生枝条の有毛度に塾溌

,を認いた型。

2) 。･1年生懸における有壹笥蓮の変化。

3） スカンデ,『ナピアに粘けるドイツトウヒの分布，

1年生癖の地方的変異に関するある誰述。

ここにはソ連，ラプランド，フィンランド，スエーデ

ン，ノルウェー，中欧のドイヅトウビの分布図がある。

4）ドイツトウヒとその主要品種:レーデブー(Le-
debour)のシペリァトゥヒ(FiceaObovata)をドイツ

トウヒの麺重とし，中欧の率，スカンディナビア東E

部の麺をあげている。

5) IjastP1eistoceneの氷河後に詣けるス,カンデイ

ナピァのドイツトウヒの橘筬

越．実用スエーデン林業における林木遥伝
GeneticSmSwedishforestrypractice.

α948）

鍵近腫到着したChoronicaBotanicaのカタ官グにも

堂鈴とその姿をあらわしている名著で，全頁”3頁,北
米で禺版されたもの･置ある。主要な項目をあげておく。

第1章基礎的要素

第2章早期の森林利用の結果によるスエーデンの森

瞳林の遺伝的性質の低下（伐採と3罐）

第3鐙遺伝的価値の改良と森林の産出に対してとら

れた直接の方法瞬業における遺伝の考崇種子の採取）
蕊4章森林改良に対する長期間法

第5章通直樹の種子養苗に対する母樹

第6章通直樹(61itetree)的資料の最良利用法
第7章森林経営に品種改良の勧果

第8章産出量の高い蓄積利用の国家経済的関係
第9章スエーデンにおける癖綱種の品種識良によ

亭
執

面

、

《
▼

アイスランドの第三紀中新世から出たシラカンバ属2 ‘ る奏現
種の化石と現礒との比較をなしたもの､である。 参考文献

13．欧洲におけるドイツトウヒの主要変種 15．スエーデン鳶郷における栂吻地理学的森
ThemainvarietieSofaCe"A6ies (L､） 林見学Phytogeogra柳恥型fOxPestexcur-
薦A硬諏'. inEurope.ActaHort･BeXg． SioninSouthSwedaR.q950)
塑罰.2鉛～342.（1948） ストックホルムに開簿熱た第7回国際憾物学会におけ

●

欧洲に諸けるドゴツトウヒの主塞種の篇祁な研究 る見学旅行の案P鍔で， 22頁の小冊子である。艘西部
で, 』蕊の形謹学的照鍛を細記し,分類学的記述を長え 章除くと針雰難癖に占められ南部に対し"藷辮直生の擬
ておるのみならず，蕊雛織”赫河(1astPleiostocene 説というエリ，塩湿地，ヒース，天然記念物をも含珍た
glaciation)の間に論けるスカンディナビアの霧謝直生 植生大観を知る漣はまことに要を得たものである。

の学説に対する寄与差持つものである。ドイツトウヒの （26頁中段へつづく）
、
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新しい木材材料（3）

東京大学教授卒弁信二

I各説

1 1.合板

11. 1. 序説

合板は敦めて説明するまでもない位，加工された木材
材燭としては最も一般化しており，我々の身近にいたる

処で見られる。ただ従来その製品の大部分があまり良く
なかったので,合板ははがれ易いもの.薄っぺら&安物
という観念がしみ渡っているようであるが，この蜜は技

術も進んで立派な製品が作られるよ5になり,輸出木材
製品のうちでも重要な役割を受け持っている。

合板は最も広い意味宅は，木材を薄くむいた板即ち単
板を何枚も額み重ね接着剤でばり合わせて1枚の板とし
たものをいうが,通織鶏職の繊維方向を各桟毎に直交
させた奇数桟合せのものをいう。従って3枚，5枚，7
校合せなどがあり‘寸法は幅と長さ3×3尺,3×6尺，
4×8尺など，厚さは1～20mTnま這が普通である。

単板と合板について俄用されている名称もいささ力混乱

しているが'撫鳶5に鑓塁して見る。
I veneer :単板(ベニヤ,ベニヤ単仮,シングル,薄板）

ゴウパン

Plywood:合板（ベニヤ板,ベニヤ合板,パネル）

単板そのものの起源は極めて古いが，合極工業として
なり立ったのは19世紀に入ってからである。我国では

●

明治40年頃から始馥り，次第に職んになって，昭和12
～13年頃には原木にラワンを使用し接着剤に大豆グルー

を使用した安物合板輸出の黄金時代を現出した｡その後
支那事変を経て太平洋戦争に至り輸田は停Jとし，業界は
衰退するに至った。しかし戦時中は別に統空磯用合板の
需要が起り』強度が特に要求されたために合成鋤旨接着
剤の使用が一識化し，製造技術に大きな進歩が見られ
た唇終戦後の数年は混乱した社会精勢と高級な要求が始
んど止ってしまったため全

く粗悪な製品の横行した時
回転

に戦前よりも数瞬隊るま楚を持ち得るようになった。し

かしながらア：リカなどにくらべればなお工場の機械設

備の面でかなり遅れていることを認めなければならな

い。とにかく使用面では建築･家具用のみならず車桶・
船舶.･航空磯・機賊器具・包装など頗る広くなっている

とともに品質の要求も高くなっている。また国内産広葉

樹およびラワンを用いた高級合板の量産は国際市場に霊
いても日本は独特の地歩を保っているものであって日本
の有力産業にま､香発展するのではないかと考えられる。

合極用原木は日本産のものでは訓晦道産を菫としたミ
ズナラ，シナノキ，ヤチヂモ（タモ)，ハリギリ（セン)，

マカンバおよびブナなどの広葉織時にはアカマツガ稲

いられる。近年ピリツピン，北ボルネオから大径でキズ

が少く，歩止りがよくて扱い易いラワン材(赤ラワン，
白ラワン，タンギールなど）が再び輸入されて，現在で
は合板工業の主"になっている。なおアメリカでは90%
以上が米掻合板である。

ロータリー単板（後記）による合板の歩止りは，日本

産広葉樹湖･で20～40％， ラワン材｡竃50～70％程旋で
あるがら，日本産材の場合これから拙劣な技術で安物を
作るということ億木材の合理的利用から頗る離れている
ものといわなければならない

11.2. 単板の製造

単板には作り方によって次の種類がある嘩9園）
（1）ロータリー単板(丸剥単板)rotaryveneer

丸太を回転して心涯くまで連続して単叛荏むいて行
く。機械はロ声女リーレース。板目板となる。今日生産
される単板の90％以上はこれである。

（2）スライスド単板（平削単板)slicedVeneer

フリツチ賊子）か‘ら鉋にエって一定幅の単板をと
る。機械はスライザー。主に貴重材の柾目坂を行う。

9図単板の製作法

隆
二ｂ

■

《
旬

第

期であったが，輸出・特需

勃輪まったことと，次第に

社会一般が落ち着きを取戻

すにつれて，漸次正常な姿

に屍って来た。さらに研究

方面が活発になり，海外の

知識の吸収もあって技術的

一

プリ‘ﾘチj哩
原
木

級

固定

スライスドベニヤ

鋸 躍扱

ソ戸ンベニヤ
ローダリF－ベニヤ
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〃

－（単横騨諦機）陰11図）にかけて，腐ｵ1,.-節などの

キズを取除きながら予定の各腫纒のものにする。なおロ

ータリーレースおよびクリッパ戸のナィブをとぐナイフ

グライン〆－が附属設備として必要である。

次に単板をペーヤドライヤー(単板乾操磯)に通し七
含水率5～葛％程凌とする．以前は枠挿しして燕嚥乾

燥にするか，あるいは能率の悪､前進式乾燥室に入れた

ものであるが，乾燥度が充分でなくムラが多いこと，生

職噸調に進まぬことが多いので,漸次能率的かつ精巧
な乾燥機が普及しつつある。

ついで表板･裏板･心板など用途と品等の選別詮行い，

あるいは幅方向の接合をジヨインター（接合端面を正確

に平滑・直線漣切肖備るカッターを主体とした機械）と

テーピングマシン（2枚の単板を幅方向でつき合ｵっせて

おいてその上面に紙テープをはりつける機械）またはス

プライサー‘(単板の端面に直接接蒲剤を塗り加熱して急

速に樹脂を硬化し，はり合苛っせる機賊,熱源は電熱また

は高周波）（第12図）によって行い，合板用の組合巷溌

準備する。この工程を調板作業といっている。

、第12図スプライサー

（3）ソ戸ン単板（鋸挽単板) sawnveneer
フリツテから鋸涯よって一定幅の単板をとる。機賊は

ベニヤソー（主に組合極丸鋼。主に貴重材の柾目〕展で

あるが，我国では殆んど行われない。

その他にも戸一タリー単板とスライスド単板の中間的

なものにハーフ戸一タリー単板があるが，以下画～タリ

ー単板の場合を主として製造の順序を記するb

合板用原木には通常前処理とし･豆煮沸，時には蒸煮が

行われる。これは含水斌の増大と温度をあげることによ

って材を軟かにし切削の抵抗を少くする，木材中の虫詮

殺すその他の目的がある。ラワン，シナなどの軟質の材

ではこれを行わぬことも多い｡煮沸の程度は樹種･含永
度･丸太の大きさ仁よって大泌､に異るが,大体50～70.C，

10～48時間の範囲でパット（煮沸槽）に入れて行う。煮

沸糟から出た丸太は横切鋸,(長鋸葦た侭チェーンソー）

で大凡定尺に落され，次涯剥皮される。我国では剥皮は

通常人手によるが，欧米懲愈剥皮機械を使うのが普通で

ある。次にロータリーレース腱かけて単板にする。vコー

タリーレース嬢10図）はのうレーム，②丸太の

第10図ロータリレース

二
■

ー

両端をくわえて画帳させる部分，（3）ナイフ，プレッシ

ャーパー（押え板）を鍔寺し，丸太がむけてゆくに従っ

て少しづ､つ前進する鉋台, (4)その他の附摩置からな

っている。単板の厚さは丸太の回転速度と鉋台の前遮重

度によってきまり’0.3~'mOmm位の範囲･鱈調節可能で

あるが，這鏡は0.3～3mm程度とされる。

ロータリーレースから出た単板は次にベニヤクリッパ

第11図ペニヤクリヅパー

へ
▼ 11. 3. 接着剤

木材用の接着剤には極めて種類が多いが，通常の木工

工作用と合板製造用とでは自ら選択の基準が異る。合板

用としての主な要件には次のこと力毒えられよう。

（ﾕ）大量に入手しやすく安髄なこと

（2）接着剤の調製または使用法が簡易なこと（接着剤

識職を使閑し得:るもの) ．
（3）可使時間がある程度長く（通常は30分以上)，

倒上段階に入れば速かに画bすること 、

“）接蒲力と耐水性が大きいこと

（5）合板にし筵汚染力咽ないこと

以上のことば使用目的仁圭って夢球される程度が違う

のは当繰であるが，一鯛灼にいっても合板用としてある

程函蕊震が限定されてくる。主涯ものについて簡単な説

明をする。

－31－
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（1）大豆グルー

脱脂大郵な主体とし，これに炭酸ソーダ叢たは苛性

ソーダと石灰などを配合したもの壱〃安価ではあるが，

耐水性が低い｡､安価の合板製造に広く使用されている。

大豆の蛋白質を抽出して主剤としたものは大豆蛋白接着

剤（大豆カゼイン接着剤）と呼ばれ,戦時中試用された

ことがあるが,現在看は市場に始んど出ていない。

（2）カゼイン接藩剤

蹴旨牛乳からその蛋白質のカゼインを抽出し,前項同

穣の配合剤を加えたもので‘合板の歴史を通じて長く一

段的に用いられて来たが，我扇の現在では合板用として

ほ殆んど使わなくなっている。大豆グルーより耐水性が

高い。カゼインと大豆粉を混合し，配合剤を加えたもの
を酪豆グルーという。

（3）血液接着剤

牛・豚などの血液中の蛋白質アルブミンを主体にした

もので，使用の歴史は古く，現在でも北欧でば用いられ

ているが,我国では掻めて少い・通常熱圧する。

（4）ビスコース接蓋剤

通常人緯くルプから人絹を作るときと同雛にピネコー
スにつくり，腫れ稔接着剤催する､のである。極逸て安

価に作れることから戦後広く瞥及したが。アルカリによ

る汚染力彌当出やすいた珍今日では再び用いることが少
くなつだいる。

（5）尿素樹脂接潜剤

尿素とフォルマリンの縮合物を接着剤とするもので，

使用の前に塩化アンモニウムなどの函上剤を配合して，

通常常源香接着する。時には1"｡C位までの温度を与

えて画上遼促進することもある。純粋のものは接着力お

よび耐ズ側生がか雄り高いが,老化性は相当に著しい｡最

近は小麦粉と水で甚だし<増量したものが多い。このよ

うなものは接着力・耐水性の低下と老化輝頻獄の程度

に従って甚だしく謡つれる。尿素樹脂接着剤は少し高級

な合板の製造には最も広く“つれている。

（6）メラミン樹脂接着剤

メラミンとフォルマリンの縮合物を用いるものであっ

て，尿素樹脂接着剤よりやや耐水性･老ｲ圃鍾糖る。値

段の関係からまだ一般化されていない。

（7）石炭酸樹脂接着剤

石炭酸とフォルマリンの縮合物を接藩剤としたもので

あって,現在実用に供されている接着剤のうちで職接着
力・耐水性･老ｲ雌のいずれに於ても最も勝れている。

普通は加熱硬ｲ罐で溶剤にとかした波状樹脂霊単板に直

接塗附するか，サイズの入っていない薄綴に鋤旨を鯵ま
して乾燥したテゴフイルムな単板間に挿入するかして，
130～,150･Cでホツトプレスをする。クレゾール．プオ

ルマリン樹脂も同穰に用いられる。最近石炭酸樹脂鏑よ

びレゾルシノール・フォルマリン樹脂で常温硬化性のも

のが作られているが，これの主用途は木工用で，使用時

にオル1,1､ルオールズルフオン酸などの有機硬ｲ園Iを配

合し,礒には50~80°C程度の加熱をして接蒜する。

（8）酷酸ビニール接着剤

木金合板などを作るときに用いらｵ',るb熱可塑栓のも
のである。

11. 4. 合板の製造

通常の合板Q縦旗を第埠図に示した。図は5枚合逢

のもの歪あるが，3枚合せで健そえ心板がなく，心板は

第13図合板の構成

岸
ゴー

溌裾

苓態哩扱

’幽栖

そえ'噂線

臭輝

、

表・裏板に対し錬俊方向が直交する。3枚合せの場合を

例にとると心板に接着剤詮豊謝し表・裏版を幹セプレ
ス這醗する。 ．

接着剤はグルーミキサー（接着剤配合樹で準備さ

れり単板への塗附には2個の塗附戸一ラーが主体のグル

ースプレツダー（接着剤塗附機）が用いられる。次に接

蒲剤の性状に従って冷圧(常温)または熱歴するのであ
るが，冷圧の場合には合板数10枚乃至150枚分葱塗附

堆瀕し，間に適当に当板をス諭全部一度に圧締する。プ

レスが所定圧力に達すると，これをエビームとターンバ

ツクル歪しめつけて（第避図左）圧締圧力を保持した

第延図エピーム，､ターンバックル

締付けとホットプレス
《
可

ままブﾚｽから取り出し，接蒲剤の種類に従っ参一定時
間，通常は6～12時間そめま叢放置する。また最近尿

素増量樹脂接着剤左使用したものでは，一度冷圧してか

ら後熱圧プレスに入れて硬化詮促進し，圧力保持時間の
短縮と製品の齢餉上をねらっていること愈疹い。熱庄
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一一

は10～20枚の熱板（主に蒸気加熱）からなる多段プレ

ス（第14図右）で，各段に合板1～数枚分を挿入し，

石炭酸樹脂接着剤でば1ザーイクル5～10分程度である。

圧締から解除した冷圧合板は直ちに合板乾燥室ご乾燥

し，含水率12％前後とする。乾燥室は我国･ごは普通千

鳥式または風洞式の前進式乾燥室であるが能率の悪いも

のが多い。石炭酸樹I霊着剤で熱圧するものは改めて乾

燥を必要としない。

乾燥を終った合板は擬ブルソー（･または〆ブル･ｿ･イザ

ー）淀よって仕上寸法になるよう緑駁りをする。この機

械ば合板の仕上幅および長さの間隔をとった1対の〆[鋸

2組を主体とし送り装澄を組合，)つせたものである。次に

スクレーバー（合板鉋仕上機）によって表面の鉋仕上げ

を行う。塗装下地に用いるようなものではさらにベルト

テンダーまたはドラムサンズー（第15図）でサンド仕

上げを行う。なおアメリカではスクレーパーは殆んど使

用しない。

第15図ドラムサン変一

となり’原料ではカバ類，ブナのような硬質の散孔広葉

樹材が主なものとなる。また或る程度輸出力混られるベ

ニヤチェスト（主に紅茶の組合せ包装箱）用合板も強さ

を要求するから同嫌と考えられる。

1 1. 6. 特殊合板

種とのものがあるが，主なものを挙げて見る。

（1）ランパーコアー合板（挽材心合板，厚物合板）

心は幅狭の挽材を横にはり合わせたものとし．そえ心

および表・裏を単板としたもので，厚物では狂し､が少

<・接蒲剤の使用鐙が少くて済む。間仕切用の厚板，テ

ーブルの天板，ドアーなどに用いられる。

（2）硬化合仮

石炭酸樹脂を単板にしみこまぜ，高圧(100kg/cm2程

度ま．ご）で作ったもので，強さ・剛性が大きくまた耐水

性・耐朽性・電気絶縁性が艤している。計器板など祷殊

の用途がある。

（3）オーパーレイ合板

樹脂をしませた紙，プラスチックスなどを表面にほっ

た合板。

（4）化粧合板

蒲色，印刷，吹付け，人造杢など特別の表面処理を施
したもの。

（5）木金合板

アルミニウムやジュラルミン薄板などを表面または中

にはさんだもの。

（6）成型合板（曲面合板）

合板製作の圧締の時に型に入れて曲面を作るようIこす

るものが多い。ラジオキャビネット，ミシンカバー，椅
子の座板と背板など。

（7）その他

峰嵩紙心合板，段ボール心合板，テックス心合板な
ど。

× ×

4

以上で合板が出来上ることになるが，さらに製造中に

入った干割れやキズ，虫穴．仕上げのfMI§などの補修が

意外に人手を多くくっている。最後に検査を行って梱包

することとする。

11. 5. 合板の性質と用途

現在の我国の合板の規格は建築用・家具用・車輔用・

船舶用などを主な対象として考えているのであって，主

にその耐水性によって完全耐水性（石炭縦樹脂接着剤

級)，高度耐水性（尿素樹脂接着剤級)，普通耐水性（カ

ゼイン接着剤級)，非耐水性（大豆グルー級）に類別し，

また板面の状況，主にキズの種類・大きさ・数難・配雁

などによって等級をわける。即ち美観を主体としたもの

であって，接着力はある限度以上あれば実用に支障はな

い。ただし最近は屋外使用のものの用途が開けているの

で，使用状況によって耐水性が充分考寵されなければな

らない。航空機用合板などになると外観よりも接着力・

耐水性・強さ（特に引張強ざ，剪断強さ）・剛性が問題

h
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